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去
る
6
月
22
日（
土
）午

前
10
時
よ
り
、1
3
6
名

の
ご
父
母
の
皆
様
の
出
席

を
得
て
、2
0
1
3
年
度

親
和
会
総
会
・
父
母
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。総
会
で
は
、土
井
田
直
也
親
和
会

長
、石
原
健
一
学
長
、浅
野
照
章
副
理
事

長
が
挨
拶
を
し
、そ
の
後
、議
事
に
入
り
、

伊
藤
大
治
新
会
長
の
選
出
や
2
0
1
3

年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、父
母
懇
談
会
の
第
1

部
へ
と
移
り
、本
学
経
済
学
部
准
教
授
の

樋
下
田
邦
子
氏
よ
り「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

持
つ
３
つ
の
力
〜
岐
阜
経
済
大
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
･
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
活
動

か
ら
〜
」を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、日
頃
、学
生
が
授
業
や
休
み

時
間
に
利
用
す
る
こ
と
の
多
い
P
A
C

支
援
室
・
学
習
室
や
体
育
館
、図
書
館
な

ど
を
、希
望
さ
れ
る
ご
父
母
の
方
々
が
2

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、見
学
さ
れ
ま

し
た
。

　
昼
食
は
、食
堂
に
て
無
料
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
ン
チ
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、皆
様

か
ら
ご
好
評

を
得
ま
し
た
。

　
第
2
部
で

は
全
体
懇
談

会
が
行
わ
れ
、

教
学
関
係
・
就

職
関
係
の
各

部
門
別
に
大

学
側
か
ら
の

説
明
が
あ
り
、熱
心
に
聞
き
入
る
ご
父

母
の
皆
様
の
姿
に
関
心
の
高
さ
が
伺
え

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、教
職
課
程
受
講
に
つ
い
て
寺

口
栞
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年

高
橋
　
ゼ
ミ
）、就
職
活
動
に
つ
い
て
矢

野
啓
太
さ
ん（
経
済
学
科
4
年
木
村
ゼ

ミ
）、学
生
生
活
に
つ
い
て
吉
川
類
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
4
年
大
野
ゼ
ミ
）

の
3
名
が
各
々
の
体
験
か
ら
得
た
も
の

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
全
体
懇
談
会
後
、希
望
者
の
み
の
個
別

懇
談
へ
と
移
り
、単
位
取
得
状
況
や
出
席

状
況
を
は
じ
め
就
職
活
動
や
日
常
生
活

に
関
す
る
質
問
な
ど
、各
部
署
の
担
当
職

員
が
ご
父
母
の
方
々
と
の
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、沖
縄
県

那
覇
市「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ホ
テ
ル
沖
縄
」及
び
福
井

県
福
井
市「
ユ
ア
ー
ズ
ホ

テ
ル
フ
ク
イ
」の
2
会
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、計
57
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
各
会
場
と
も
に
、大
学
か
ら
教
学
お
よ

び
就
職
に
関
す
る
説
明
の
後
、全
体
の
懇

談
会
へ
と
移
り
、日
頃
の
悩
み
等
に
つ
い

て
相
談
し
合
っ
た
り
、学
生
の
活
躍
に
つ

い
て
の
話
で
つ
な
が
り
が
増
え
た
り
と
、

和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
、懇
談
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
本
会
を
大
学
と
ご
父
母
の
皆

様
、ご
父
母
の
皆
様
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。来
年
度
も

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

本学
会場

地方
会場

2013.August

2

創部3ヵ月  駅伝部
秩父宮賜杯 全日本大学駅伝対校
選手権大会 初出場！！

【特集】

岐
阜
経
済
大
学
親
和
会
総
会
・

父
母
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

かがやきカレッジ2013〈後期講座〉を開催します。かがやきカレッジ2013〈後期講座〉を開催します。

後
期
受
講
登
録

　後
期
受
講
登
録
は
、9
月
9
日（
月
）か
ら
開
始
の
W
e
b
予
備

登
録
を
始
め
と
し
、9
月
25
日（
水
）ま
で
行
わ
れ
ま
す
。成
績
表
と

と
も
に
配
付
さ
れ
る
資
料
を
よ
く
読
ん
で
、所
定
の
期
間
内
に
受

講
登
録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
W
e
b
予
備
登
録
】

　
　
9
月
9
日（
月
）か
ら
始
ま
る
後
期
W
e
b
予
備
登
録（
定
員
が

　
あ
る
科
目
の
受
講
登
録
）は
、１
期
、２
期
、３
期
と
、３
回
に
分
け
て

　
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
な
お
、予
備
登
録
で
許
可
さ
れ
た
科
目
の
取
消
お
よ
び
変
更
は
一

　
切
で
き
ま
せ
ん
の
で
、登
録
の
際
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
W
e
b
受
講
登
録
】

　
　
後
期
W
e
b
受
講
登
録
は
、9
月
23
日（
月
）〜
9
月
25
日（
水
）の

　
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
W
e
b
予
備
登
録
対
象
科
目
以
外
は
、一

　
部
の
例
外
を
除
き
、原
則
こ
の
期
間
に
受
講
登
録
を
行
い
ま
す
。）期

　
間
内
は
登
録
の
変
更
が
可
能
で
す
。

【
受
講
登
録
表
の
配
付
】

　
　
受
講
登
録
期
間
終
了
後
、受
講
登
録
表
を
配
付
し
ま
す
。受
講
登

　
録
表
で
エ
ラ
ー
等
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、ま
た
は
、受
講
科
目
の
追

　
加
を
行
い
た
い
場
合
は
、エ
ラ
ー
修
正
・
追
加
登
録
期
間
と
な
っ
て
い

　
る
10
月
1
日（
火
）〜
10
月
3
日（
木
）の
間
に
、教
務
課
窓
口
で
手

　
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
所
定
の
期
間
内
に
申
し
出
が
な
け
れ
ば
、エ
ラ
ー
等
が
発
生
し
て

　
い
て
も
、そ
の
ま
ま
受
講
登
録
は
確
定
し
て
し
ま
い
ま
す
。エ
ラ
ー
等

　
が
あ
る
受
講
登
録
を
放
置
す
る
と
、卒
業
が
遅
れ
る
な
ど
の
重
大
な

　
結
果
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、受
講
登
録
表
は
、慎
重
に
確

　
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、経
済
学
部
で
は
、連
携
自
治
体
の
首
長
や
職
員
な
ど
に
よ

　
る
オ
ム
ニ
バ
ス
講
義「
公
共
政
策
特
論
」が
開
講
さ
れ
ま
す
。奮
っ
て

　
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　10月1日（火）より大垣市・本学共催によるかがやきカレッジ2013〈後期講座〉を開催します。
今年の全体テーマは「私たちの日常生活について考える」です。ぜひご参加ください。

岐阜経済大学
18：00～19：30
無料
電話・FAX・メールにて
氏名・住所・電話番号を岐阜経済大学
企画広報課へお申込みください。
0584-77-3534
0584-81-7807
kikaku@gifu-keizai.ac.jp
９月２日（月）から随時

●場　所
●開始時間・終了時間
●受講料
●申込み

●TEL
●FAX
●E-mail
●申込み期間

かがやきカレッジ2013〈後期講座〉
第1回

第2回

第3回
第4回
第5回
第6回

第7回

第8回

10／ 1 （火）

10／ 8 （火）

10／15（火）
10／22（火）
10／29（火）
11／ 5 （火）

11／12（火）

11／19（火）

高くてもブランドを買ってしまうのはなぜか？
～その理論的検討～（１）

高くてもブランドを買ってしまうのはなぜか？
～その理論的検討～（２）

最近の税制改正の動向～相続税を中心に～

体育・スポーツにおける体罰・暴力問題を考える（1）
体育・スポーツにおける体罰・暴力問題を考える（2）

アベノミクスは、どんな「日本を、取り戻す」のか？ 
～アベノミクスの基礎知識～

アベノミクスは、どんな「日本を、取り戻す」のか？ 
～その源流と日本経済の将来～

最近の税制改正の動向～寄附金税制を中心に～

（信）
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教育最前線

フレッシュマンエクスカーションを開催

キャリア支援課だより
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研究室だより

キャンパス彩々

平成24年度決算報告

親和会総会・父母懇談会／かがやきカレッジ2013〈後期講座〉／
後期受講登録
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写真：『陸上競技マガジン』提供

中西 大輔
経営学部専任講師

伊藤 嘉人
経営学部専任講師

石坂 信一郎
経営学部教授

高橋 　勉
経済学部教授
（経済学部長）



岐
阜
県
勢
と
し
て

　32
年
ぶ
り
の
快
挙
！

出場選手たちの声

　6月29日（土）、瑞穂陸上競技場において第45回全日本大学駅伝対校選

手権大会東海地区選考会（予選会）が行われました。本学は陸上競

技部として毎年参加していましたが、今年４月に創部した駅伝

部としては初めての挑戦でした。東海地区からの本戦へ

の出場枠は２枠と狭き門ではありましたが、代表選

手８名全員が持てる力をフルに発揮して、出場

校12校のうち総合２位を勝ち取り、本戦へ

の出場権を獲得しました。岐阜県勢として

は12回大会（1981年）以来、32年ぶ

りの快挙です。

　本戦は11月３日（日）に、愛知県

名古屋市熱田区の熱田神宮西門

前から三重県伊勢市の伊勢神宮

内宮宇治橋前までの106.8km

で行われ、各地区の代表校が日

本一を賭け、競い合います。本

戦の様子はテレビ朝日系列で放

送される予定です。ぜひご覧く

ださい。

　6月29日（土）に行われました全日本大学駅伝予選会において東海地区総合2位になり本戦へ
の出場権を得ることができました。4月に駅伝部として活動を始め、練習環境や部内の規則などを
作っていく段階で、なかなか上手くトレーニングが積めず、基礎練習しかできていない状態でした。
　東海インカレ後にチームミーティングを重ね、今年の目標は「中京大学、名古屋大学、愛知工業
大学、皇學館大学の4強の一角を崩して3位を目指し、来年への足掛かりを作る」に定めて、今年
は、駅伝部の土台固めの年にしようと選手たちと話し合いました。しかし、6月の中旬から予選会
が近づくにつれて、選手たちの予選会に対する意識や気持ちが高まり、とても良い雰囲気の中で
当日を迎えることができました。
　予選会のレースでは、1組目の大垣・島袋が強気の走りをしてチームに勢いを与え、2組目の
杉本・鈴木が根性走りで大量のリードを稼ぎ出し、3組目の米田・安田がよく粘りリードを保ち、4
組目の横山・上野が後半崩れることなく逃げ切り、予選会としては、理想のレース展開でした。
　この総合2位は、走った選手や付き添い、応援に回った者全員がよく頑張り、駅伝部全員で勝
ち取った結果です。予選会を振り返り、私の予想を遥かに上回るレース結果に、若い選手たちの
力が結束し十分に発揮された時の勢いの凄さには驚かされました。また、部を立ち上げてからの
3ヵ月間の取り組みが間違っていなかったことが証明され、私や選手たちの大きな自信になりま
した。
　しかし、現段階の力では全日本大学駅伝では、全く通用しません。この夏、関東の強豪校と強化
合宿を行い、本戦ではある程度勝負できるようにチーム一丸となって力を付けていきたいと思っ
ております。これからもますますのご声援宜しくお願い致します。

創部３ヵ月
駅伝部

！！初出場
揖斐 祐治 監督の

コメント　

秩父宮賜杯
全日本大学駅伝対校
選手権大会

特集

11
月
3
日

　伊
勢
路
を
疾
走
！

　

大垣 皓暉さん　
公共政策学科１年 焼田ゼミ 富山商業高校出身

31分30秒71
タイム

　今回は１組と言うことで流れを作る重要な役割を任せて
いただきました。あまり緊張もせずにリラックスして走れまし
た。苦しくなったときでも皆さんの応援があり、粘って走るこ
とができました。結果は組で３着でしたが、ラストで競り負け
てしまったので、そこを反省点にして全日本大学駅伝に向け
てしっかり練習を積んでいきたいと思います。予選会で
は、僕に勝利の女神が降臨しました! 

島袋 匠さん　
スポーツ経営学科１年 古口ゼミ 北山高校出身

32分14秒28
タイム

　自分の走りをして、チームに勢いをつけるようなレースをした
かったのですが、中間走が上手く走れず他大学の選手に離されて
しまいました。しかし、レース後半で苦しくなってから粘ることがで
きたので、そこは良かったと思います。初めての予選会で、不
安もありましたが、応援団やサポートをしてくれた方のおかげ
で頑張ることができました。多くの人の応援があったからこそ、
全日本大学駅伝への出場権を勝ち取ることができたと思います。

上野 立貴さん　
スポーツ経営学科１年 揖斐ゼミ 益田清風高校出身

31分56秒85
タイム

　予選会では各校のエースが集まる4組を任されることになり、かな
りプレッシャーに感じ、３組まで２位で通過してきていることを知った
ときには、さらに緊張しました。しかし自分の組まで良い流れで運
んできてくれた仲間と全力で応援してくれた仲間のおかげ
で、レースに集中し最後まで走りきることができました。走
り終わった後、チームの皆が駆け寄って「よくやってくれた」と声をか
けてくれたり握手をしたりして喜び合うことができて本当に嬉しかっ
たです。今回予選会を通過したことは大変喜ばしいことですが、ここ
からが本番になるのでさらに気を引き締めて頑張っていきたいです。

　予選会を終えて、２位になることができ、目標であった全日本
大学駅伝の出場権を手に入れることができました。すごく嬉し
い気持ちと感謝の気持ちでいっぱいです。これはみんなが力を
合わせて、「必ず全日本に行ってやる」という気持ちが、どの大学
よりも強かったからだと思います。個人としては一週間前に熱を
出してチームに迷惑かけてしまい、本当に申し訳ない気持ちで
した。今回の結果で満足せず、これを第一歩として本番である全
日本で他大学としっかり勝負し、必ず17位以内に入ります。そし
て、来年の予選会も２枠に入れるように頑張りたいです！

安田 翔一さん　
スポーツ経営学科１年 ローランゼミ 豊橋南高校出身

31分43秒19
タイム

米田 天明さん　
経済学科４年 石原ゼミ 美方高校出身

32分51秒89
タイム

　全日本出場を決めたことに対して、まだ実感がわい
てないのが素直な気持ちです。また個人的にはタイ
ムが良くなかったので、嬉しさよりも悔しさの方が大
きいです。11月の全日本には全員が走れるチャンス
があり、さらに選手枠への競争が高まると思います。
その中でギリギリではなく確実にメンバー入りがで
きるようにこれからも精進していきたいです。

杉本 智紀さん　
スポーツ経営学科１年 高橋（信）ゼミ 愛知黎明高校出身

　全日本大学駅伝予選会で走らせてもらえたことに感謝します。
そして、全日本大学駅伝の切符を勝ち取ることができてとても嬉
しく思います。私は２組目に走らせていただき、走れなかっ
た仲間のため、応援してくださった指導者や仲間、両親の
支えがあり自分なりのレースができました。チームに貢献
することができて本当に良かったです。これから全日本大
学駅伝に向けて仲間と競い合い、頑張っていきたいです。 31分47秒42

タイム

　今回、初めて予選会を走らせていただき、とてもいい経験
と喜びを得ることができました。僕は２組で走らせて頂いた
のですが、１組の２人が最高の流れをつくってくれて、同じ練
習をしてきた自分も絶対に大丈夫という自信になりました。
最後まで粘ることができ、チームに貢献できたのではない
かと思います。自分だけでは絶対にここまでこれませんでし
た。同じ組だった杉本、その他のメンバーや部員、監督、マ
ネージャー、そして両親。携わってくださった全ての方々の
応援、サポートがあってこその結果だったと思い、とても感謝しています。しかし、僕
たちが満足するのはここではないので、本戦では、なんとしても17位以内に入り、東
海地区に枠を持って帰れるように、そして２年後、３年後には全日本で入賞争いに少
しでも絡めるようにこれからも頑張ります。

鈴木 大史さん　
スポーツ経営学科１年 稲垣ゼミ 市立岐阜商業高校出身

31分46秒56
タイム

横山 颯大さん　
スポーツ経営学科１年 大野ゼミ 土岐商業高校出身

32分03秒60
タイム

　私は予選会を走るのが楽しみでした。全日本を狙ってやろ
うと思って走れた結果が、全日本出場を決められたのだと思
います。４組で走らせていただき、最後はとても緊張しまし
たが、上野と協力し合って自分たちのペースで相手に惑わさ
れることなく走れたのが勝因だと思います。また、みん
なの全日本に行きたいという気持ちがこういう結果に
繋がったと思います。大垣が最初にいい流れを作ってくれた
から、みんなも『俺もやってやろう』というふうになったのだ
と思います。予選会は通過点として本戦で結果を出せるよう
に駒沢大学との合宿で距離を踏んで怪我をしないように全
力で取り組んでいきたいです。全日本では、自分たちの走り
ができるように頑張りたいです。

大垣市長と岐阜県教育長を表敬訪問！
　7月24日（水）と26日（金）、駅伝部の「秩父宮賜杯 第45回全日本大学駅伝対校選手
権大会」出場に伴い、大垣市長と岐阜県教育長を表敬訪問しました。
　大垣市訪問の際には、小川敏市長や坂喜美和教育委員会事務局長、田中伸司教育委
員会社会教育スポーツ課長が、岐阜県庁訪問の際には、松川禮子教育長や南谷清司教
育次長、福井康博教育次長、高橋幸平スポーツ振興企画監がご出席くださいました。
　市長や教育長から励ましの言葉をいただき、駅伝部米田天明主将は「32年間の先輩
方の想いを胸に、部員全員で頑張ってきます。」と大会への意気込みを述べました。

駅伝部フェイスブック随時更新中。
今すぐチェック！ https://www.facebook.com/gku.ekiden↓
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と
し
て

　32
年
ぶ
り
の
快
挙
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出場選手たちの声

　6月29日（土）、瑞穂陸上競技場において第45回全日本大学駅伝対校選

手権大会東海地区選考会（予選会）が行われました。本学は陸上競

技部として毎年参加していましたが、今年４月に創部した駅伝

部としては初めての挑戦でした。東海地区からの本戦へ

の出場枠は２枠と狭き門ではありましたが、代表選

手８名全員が持てる力をフルに発揮して、出場

校12校のうち総合２位を勝ち取り、本戦へ

の出場権を獲得しました。岐阜県勢として

は12回大会（1981年）以来、32年ぶ

りの快挙です。

　本戦は11月３日（日）に、愛知県

名古屋市熱田区の熱田神宮西門

前から三重県伊勢市の伊勢神宮

内宮宇治橋前までの106.8km

で行われ、各地区の代表校が日

本一を賭け、競い合います。本

戦の様子はテレビ朝日系列で放

送される予定です。ぜひご覧く

ださい。

　6月29日（土）に行われました全日本大学駅伝予選会において東海地区総合2位になり本戦へ
の出場権を得ることができました。4月に駅伝部として活動を始め、練習環境や部内の規則などを
作っていく段階で、なかなか上手くトレーニングが積めず、基礎練習しかできていない状態でした。
　東海インカレ後にチームミーティングを重ね、今年の目標は「中京大学、名古屋大学、愛知工業
大学、皇學館大学の4強の一角を崩して3位を目指し、来年への足掛かりを作る」に定めて、今年
は、駅伝部の土台固めの年にしようと選手たちと話し合いました。しかし、6月の中旬から予選会
が近づくにつれて、選手たちの予選会に対する意識や気持ちが高まり、とても良い雰囲気の中で
当日を迎えることができました。
　予選会のレースでは、1組目の大垣・島袋が強気の走りをしてチームに勢いを与え、2組目の
杉本・鈴木が根性走りで大量のリードを稼ぎ出し、3組目の米田・安田がよく粘りリードを保ち、4
組目の横山・上野が後半崩れることなく逃げ切り、予選会としては、理想のレース展開でした。
　この総合2位は、走った選手や付き添い、応援に回った者全員がよく頑張り、駅伝部全員で勝
ち取った結果です。予選会を振り返り、私の予想を遥かに上回るレース結果に、若い選手たちの
力が結束し十分に発揮された時の勢いの凄さには驚かされました。また、部を立ち上げてからの
3ヵ月間の取り組みが間違っていなかったことが証明され、私や選手たちの大きな自信になりま
した。
　しかし、現段階の力では全日本大学駅伝では、全く通用しません。この夏、関東の強豪校と強化
合宿を行い、本戦ではある程度勝負できるようにチーム一丸となって力を付けていきたいと思っ
ております。これからもますますのご声援宜しくお願い致します。

創部３ヵ月
駅伝部

！！初出場
揖斐 祐治 監督の

コメント　

秩父宮賜杯
全日本大学駅伝対校
選手権大会

特集

11
月
3
日

　伊
勢
路
を
疾
走
！

　

大垣 皓暉さん　
公共政策学科１年 焼田ゼミ 富山商業高校出身

31分30秒71
タイム

　今回は１組と言うことで流れを作る重要な役割を任せて
いただきました。あまり緊張もせずにリラックスして走れまし
た。苦しくなったときでも皆さんの応援があり、粘って走るこ
とができました。結果は組で３着でしたが、ラストで競り負け
てしまったので、そこを反省点にして全日本大学駅伝に向け
てしっかり練習を積んでいきたいと思います。予選会で
は、僕に勝利の女神が降臨しました! 

島袋 匠さん　
スポーツ経営学科１年 古口ゼミ 北山高校出身

32分14秒28
タイム

　自分の走りをして、チームに勢いをつけるようなレースをした
かったのですが、中間走が上手く走れず他大学の選手に離されて
しまいました。しかし、レース後半で苦しくなってから粘ることがで
きたので、そこは良かったと思います。初めての予選会で、不
安もありましたが、応援団やサポートをしてくれた方のおかげ
で頑張ることができました。多くの人の応援があったからこそ、
全日本大学駅伝への出場権を勝ち取ることができたと思います。

上野 立貴さん　
スポーツ経営学科１年 揖斐ゼミ 益田清風高校出身

31分56秒85
タイム

　予選会では各校のエースが集まる4組を任されることになり、かな
りプレッシャーに感じ、３組まで２位で通過してきていることを知った
ときには、さらに緊張しました。しかし自分の組まで良い流れで運
んできてくれた仲間と全力で応援してくれた仲間のおかげ
で、レースに集中し最後まで走りきることができました。走
り終わった後、チームの皆が駆け寄って「よくやってくれた」と声をか
けてくれたり握手をしたりして喜び合うことができて本当に嬉しかっ
たです。今回予選会を通過したことは大変喜ばしいことですが、ここ
からが本番になるのでさらに気を引き締めて頑張っていきたいです。

　予選会を終えて、２位になることができ、目標であった全日本
大学駅伝の出場権を手に入れることができました。すごく嬉し
い気持ちと感謝の気持ちでいっぱいです。これはみんなが力を
合わせて、「必ず全日本に行ってやる」という気持ちが、どの大学
よりも強かったからだと思います。個人としては一週間前に熱を
出してチームに迷惑かけてしまい、本当に申し訳ない気持ちで
した。今回の結果で満足せず、これを第一歩として本番である全
日本で他大学としっかり勝負し、必ず17位以内に入ります。そし
て、来年の予選会も２枠に入れるように頑張りたいです！

安田 翔一さん　
スポーツ経営学科１年 ローランゼミ 豊橋南高校出身

31分43秒19
タイム

米田 天明さん　
経済学科４年 石原ゼミ 美方高校出身

32分51秒89
タイム

　全日本出場を決めたことに対して、まだ実感がわい
てないのが素直な気持ちです。また個人的にはタイ
ムが良くなかったので、嬉しさよりも悔しさの方が大
きいです。11月の全日本には全員が走れるチャンス
があり、さらに選手枠への競争が高まると思います。
その中でギリギリではなく確実にメンバー入りがで
きるようにこれからも精進していきたいです。

杉本 智紀さん　
スポーツ経営学科１年 高橋（信）ゼミ 愛知黎明高校出身

　全日本大学駅伝予選会で走らせてもらえたことに感謝します。
そして、全日本大学駅伝の切符を勝ち取ることができてとても嬉
しく思います。私は２組目に走らせていただき、走れなかっ
た仲間のため、応援してくださった指導者や仲間、両親の
支えがあり自分なりのレースができました。チームに貢献
することができて本当に良かったです。これから全日本大
学駅伝に向けて仲間と競い合い、頑張っていきたいです。 31分47秒42

タイム

　今回、初めて予選会を走らせていただき、とてもいい経験
と喜びを得ることができました。僕は２組で走らせて頂いた
のですが、１組の２人が最高の流れをつくってくれて、同じ練
習をしてきた自分も絶対に大丈夫という自信になりました。
最後まで粘ることができ、チームに貢献できたのではない
かと思います。自分だけでは絶対にここまでこれませんでし
た。同じ組だった杉本、その他のメンバーや部員、監督、マ
ネージャー、そして両親。携わってくださった全ての方々の
応援、サポートがあってこその結果だったと思い、とても感謝しています。しかし、僕
たちが満足するのはここではないので、本戦では、なんとしても17位以内に入り、東
海地区に枠を持って帰れるように、そして２年後、３年後には全日本で入賞争いに少
しでも絡めるようにこれからも頑張ります。

鈴木 大史さん　
スポーツ経営学科１年 稲垣ゼミ 市立岐阜商業高校出身

31分46秒56
タイム

横山 颯大さん　
スポーツ経営学科１年 大野ゼミ 土岐商業高校出身

32分03秒60
タイム

　私は予選会を走るのが楽しみでした。全日本を狙ってやろ
うと思って走れた結果が、全日本出場を決められたのだと思
います。４組で走らせていただき、最後はとても緊張しまし
たが、上野と協力し合って自分たちのペースで相手に惑わさ
れることなく走れたのが勝因だと思います。また、みん
なの全日本に行きたいという気持ちがこういう結果に
繋がったと思います。大垣が最初にいい流れを作ってくれた
から、みんなも『俺もやってやろう』というふうになったのだ
と思います。予選会は通過点として本戦で結果を出せるよう
に駒沢大学との合宿で距離を踏んで怪我をしないように全
力で取り組んでいきたいです。全日本では、自分たちの走り
ができるように頑張りたいです。

大垣市長と岐阜県教育長を表敬訪問！
　7月24日（水）と26日（金）、駅伝部の「秩父宮賜杯 第45回全日本大学駅伝対校選手
権大会」出場に伴い、大垣市長と岐阜県教育長を表敬訪問しました。
　大垣市訪問の際には、小川敏市長や坂喜美和教育委員会事務局長、田中伸司教育委
員会社会教育スポーツ課長が、岐阜県庁訪問の際には、松川禮子教育長や南谷清司教
育次長、福井康博教育次長、高橋幸平スポーツ振興企画監がご出席くださいました。
　市長や教育長から励ましの言葉をいただき、駅伝部米田天明主将は「32年間の先輩
方の想いを胸に、部員全員で頑張ってきます。」と大会への意気込みを述べました。

駅伝部フェイスブック随時更新中。
今すぐチェック！ https://www.facebook.com/gku.ekiden↓
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　田 雅也さん
（2012年スポーツ経営学科卒業）

卒業生には
こんな先輩も！・

現
在
、大
学
院
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
現
状

を
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
攻
す
る
大
学
生

を
対
象
に
消
費
者
行
動
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
研
究
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

・
先
日
、ア
ジ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
会
で
研
究
発
表
さ
れ
た
と
伺
い
ま

し
た
が
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
か
？

　
日
本
の
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
攻

す
る
学
生
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、そ
の
成

果
を
報
告
し
ま
し
た
。調
査
で
は
、「
回
答
者
の
90
％

が
男
子
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
」「
90
％
の
回
答
者
が
高

校
3
年
以
降
に
受
験
校
を
決
定
し
た
こ
と
」「
大
学

へ
の
入
学
に
際
し
て
は
、高
校
の
教
師
や
友
人
の
推

奨
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
」「
70
％
の
回

答
者
が
資
格
取
得
や
正
規
の
職
を
得
る
こ
と
を
入

学
の
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
」「
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の

課
外
活
動
は
、学
生
生
活
の
中
心
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
」な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
、今
後
の
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
に
お
い
て
は
、そ
こ
で

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
展
望
が

描
け
る
の
か
を
可
視
化
す
る
こ
と
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

な
ど
の
整
備
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
提
起
し
報
告

し
ま
し
た
。

・
国
際
学
会
で
の
発
表
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　
国
際
学
会
の
発
表
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
が
、

国
内
学
会
の
発
表
は
何
度
か
機
会
を
頂
い
て
い
ま
し

た
。研
究
成
果
を
世
の
中
に
発
表
で
き
る
良
い
機
会

で
す
の
で
、重
い
責
任
感
は
あ
り
ま
す
が
、学
会
参
加

者
の
反
応
は
貴
重
で
あ
り
、楽
し
み
で
も

あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
国
際
学
会
の
発
表
は
、さ
ま
ざ

ま
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
、少
々
混
乱
も

あ
り
ま
し
た
が
、無
事
伝
え
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、こ
れ

が
何
よ
り
の
や
り
が
い
だ
と
思
い
ま
す
。

・
国
際
学
会
で
の
発
表
と
い
う
貴

重
な
経
験
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
の
目
標
は
な
ん
で
す
か
？

　
大
学
院
入
学
か
ら
、国
際
学
会
発
表
は

一つ
の
大
き
な
目
標
で
し
た
の
で
、そ
れ
が

達
成
で
き
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、目
標
は
、目
的
の
た

め
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、私
自
身
の
目
的
は
、

微
力
で
は
あ
り
な
が
ら
、日
本
の
ス
ポ
ー

ツ
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
、日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
次
の
目
標
と
し
て
は
、や

は
り
世
の
中
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
の
で

き
る
修
士
論
文
を
作
成
す
る
こ
と
！
こ

れ
に
尽
き
ま
す
。

・
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
学
生
時
代
は
、「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
経

験
し
、い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
り
、い
ろ
ん
な

人
と
出
会
う
こ
と
」を
目
標
と
し
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、そ
れ
ら
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
自
分
が
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
言
い
た
い
こ
と
は
、何
よ
り
、

「
行
動
し
続
け
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。情

報
化
社
会
と
言
わ
れ
、情
報
を
容
易
に
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で

す
。常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、得
た
情
報
を

整
理
し
、殻
に
こ
も
ら
ず
、外
へ
外
へ
と
出

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
が
大
学
生
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
で
、差
が
つ
く
要
因

だ
と
思
い
ま
す
。お
互
い
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
！！

　B
e
 y
o
u
rs
e
lf &

 D
o
 y
o
u
r 

best!!!!

・
今
ま
で
井
戸
ゼ
ミ
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
研
究
さ
れ

て
き
ま
し
た
か
？

　
１
年
次
か
ら
井
戸
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
る
の
で
す
が
、パ
ソ
コ

ン
で
主
に
J
a
v
a
を
用
い
て
動
的
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
発
や

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
作
を
制
御
す
る
こ
と
に
つ
い
て
学
ん
で
き

ま
し
た
。１
、２
年
次
に
は
i
f
構
文
や
配
列
等
を
利
用
し
た
簡
単

な
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
て
基
礎
力
を
徹
底
的
に
身
に
付
け
ま
し
た
。

学
年
が
あ
が
る
に
つ
れ

て
、J
S
P
と
呼
ば
れ
る

技
術
で
、H
T
M
L
内
に

J
a
v
a
の
コ
ー
ド
を
埋

め
込
み
動
的
な
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
を
作
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
制
作
と
し
て

音
声
と
視
覚
効
果
を

使
っ
た
作
品
を
作
っ
て
い

ま
す
。

・
昨
年
度
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
ね
。ど
の
よ
う
な
研
究
発
表
を
さ
れ
た
の
で
す
か
？

　「
学
園
ソ
ン
グ
制
作
を
支
援
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
ト
」と

題
し
て
、誰
で
も
替
え
歌
が
作
れ
る
サ
イ
ト
を
作
り
、発
表
し
ま
し

た
。そ
れ
を
テ
ー
マ
に
し
た
理
由
は
、歌
が
好
き
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、大
学
を
歌
で
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。既

存
の
歌
や
メ
ロ
デ
ィ
に
あ
わ
せ
て
、歌
詞
を
考
え
て
入
力
す
る
だ

け
で
、歌
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ク
ラ
ブ
の
試
合
の
と
き
の
応

援
歌
や
学
歌
の
替
え
歌
な
ど
の
作
成
に
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。ま
た
、そ
の
サ
イ
ト
で
は
作
っ
た
歌
を
保
存
す
る
こ
と
が

で
き
、公
開
も
で
き
ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
を
見
た
人
が
感
想
を
書

き
こ
ん
だ
り
、投
票
が
で
き
る
機
能
を
つ
け
ま
し
た
。そ
の
機
能
を

使
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
学
園
ソ
ン
グ
制
作
を
支
援
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
サ

イ
ト
の
活
用
先
は
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
か
？

　
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、ク
ラ
ブ
の
応
援
歌
や
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
、個

人
的
に
で
も
、な
ん
で
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、興
味
を
持
っ
た
方
は
私
か

井
戸
先
生
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
！

現
在
の
サ
イ
ト
に
は
学
歌
や
ド
レ
ミ
の
歌
、き
ら
き
ら
星
と
い
っ
た
曲
し

か
な
い
の
で
す
が
、既
存
の
歌
の
な
か
で
希
望
を
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、少

し
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
ど
ん
な
曲
で
も
作
成
で
き
ま
す
。

・
今
年
度
で
卒
業
で
す
が
、残
り
の
大
学
生
活
で
や
り

た
い
こ
と
は
？

　
今
ま
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
が
、な
に

か
を
作
ろ
う
と
い
う
目
標
が
な
い
と
勉
強
し
て
き
た
こ
と
が
生

か
し
き
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
は
関
数
な
ど
の

数
学
的
な
力
と
、解

説
が
英
語
で
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
英
語
の
力
が
必

要
で
す
か
ら
、そ
の

勉
強
を
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。あ
と

は
、映
像
を
き
れ
い

に
見
せ
る
た
め
の
美

的
セ
ン
ス
も
磨
き
た

い
で
す
ね
！

岐経
輝く
大生  

目標は財政白書の作成！

稲
垣
さ
ん
が
作
成
し
た

サ
ン
プ
ル

一
つ
の
大
き
な
目
標
を
達
成

  

研
究
成
果
を
世
界
へ
発
信

山田 晃広さん

経済学科３年
市立岐阜商業高校出身

藤井ゼミ 
所属

稲垣 真平さん

情報メディア学科4年
大垣南高校出身

井戸ゼミ 
所属

大
学
を
歌
で

盛
り
上
げ
た
い
！

・
ぎ
ふ
清
流
大
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
吹
奏
楽
部
の

演
奏
会
で
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
披
露
す
る
な
ど
様
々

な
こ
と
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

そ
の
原
動
力
は
な
ん
で
す
か
？

　
私
は
負
け
ず
嫌
い
な
の
で
、で
き
な
い
っ
て
思
う
の
が
嫌
な
ん
で

す
。幼
い
頃
か
ら
何
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。幼
稚
園
か
ら
左
手
が
動
か

な
く
な
る
中
学
ま
で
は
ピ
ア
ノ
の
教
室
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。高
校

生
に
な
っ
て
か
ら
音
楽
の
授
業
の
と
き
に
先
生
に
片
手
で
で
き
る

エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
勧
め
ら
れ
、授
業
の
時
間
だ
け
で
し
た
が
、エ
レ

ク
ト
ー
ン
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。大
学
に
入
学
し
て
か
ら
は
吹
奏

楽
部
に
所
属
し
、周
り
の
友
人
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
フ
ル
ー
ト
な
ど

の
金
管
楽
器
を
演
奏
し
て
い
る
の
を
見
て
、私
も
や
り
た
い
と
思

い
、吹
奏
楽
部
の
部
長
を
務
め
て
い
た
職
員
の
松
原
さ
ん
に
相
談

し
ま
し
た
。そ
の
時
に
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ら
片
手
で
も
で
き
る
か

も
と
教
え
て
い
た
だ
き
、練
習
を
始
め
ま
し
た
。今
は
、少
し
練
習

を
サ
ボ
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、今
年
の
岐
経
祭
で
吹
奏
楽
部
が

演
奏
会
を
開
く
の
で
、そ
こ
で
演
奏
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

・
今
ま
で
の
何
事
に
対
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
姿

勢
が
、今
回
の
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
学
生
援
護

賞
リ
ジ
ョ
ン
賞（
最
上
位
の
賞
）受
賞
に
繋
が
っ
た
と

思
う
の
で
す
が
受
賞
し
た
と
き
の
お
気
持
ち
は
い
か

が
で
し
た
か
？

　
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。で
も
、ま
さ
か
私
が
選
ば
れ
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。授
賞
式
で
は
、受
賞
の
感
想
を
述
べ
る

時
間
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、出
席
者
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
た
の

で
、す
ご
く
緊
張
し
て
、足

が
ガ
ク
ガ
ク
で
そ
の
ま
ま

倒
れ
る
か
と
思
い
ま
し

た
。賞
状
と
一
緒
に
賞
金
も

い
た
だ
い
た
の
で
、ま
ず
は

パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
て
、残
っ

た
お
金
で
教
科
書
や
資
格

試
験
の
参
考
書
な
ど
を
買

い
た
い
と
思
い
ま
す
。私
、

資
格
マ
ニ
ア
な
の
か
、色
々

な
資
格
を
取
り
た
い
ん
で

す
。今
は
、漢
字
検
定
２
級

と
I
C
T
プ
ロ
フ
ィ
シ
エ

ン
シ
ー
検
定
の
勉
強
に
励

ん
で
い
ま
す
。

・
社
会
福
祉
士
を
目
指
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し

た
が
、目
指
そ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
最
初
は
漠
然
と
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。福
祉

な
ら
人
の
役
に
立
て
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、高
校

二
年
生
ま
で
は
福
祉
＝
介
護
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
く
て
、逆
に
さ

れ
る
立
場
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。高
校
の
先
輩
で
福

祉
の
仕
事
に
就
い
た
人
が
い
た
の
で
相
談
し
て
み
る
と
、福
祉
に

は
介
護
以
外
に
相
談
を
受
け
る
仕
事
も
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。そ
れ
ま
で
は
、普
通
の
事
務
職
を
目
指
し
て
、情
報
系
の
学
部

の
あ
る
大
学
を
探
し
て
い
た
の
で
す
が
、福
祉
系
の
学
部
の
あ
る

大
学
を
探
し
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。そ

し
て
岐
阜
経
済
大
学
に
入
学
し
、福
祉
に
つ
い
て
学
び
、社
会
福
祉

士
と
い
う
職
業
を
目
指
し
始
め
ま
し
た
。

・
今
ま
で
の
大
学
生
活
で
得
た
も
の
は
？

　
得
た
と
い
う
か
、私
自
身
が
す
ご
く
変
わ
り
ま
し
た
。す
ご
く
喋

る
よ
う
に
な
っ
て
、友
人
と
も
い
つ
も
お
喋
り
を
し
て
い
ま
す
。内
容

は
買
い
物
が
好
き
な
の
で
、セ
ー
ル
の
話
と
か
主
婦
み
た
い
な
話
を

し
て
い
ま
す
。授
業
を
受
け
て
帰
る
と
い
う
日
が
多
い
で
す
が
、た

ま
に
部
活
に
行
っ
た
り
、友
人
と
お
喋
り
し
た
り
、毎
日
す
ご
く
充

実
し
て
い
ま
す
。

・
今
後
の
目
標
は
？

　
ま
ず
は
、来
年
の
社
会
福
祉
士
の
国
家
試
験
合
格
を
目
指
し

て
勉
強
を
頑
張
り
ま
す
。就
職
後
は
５
年
間
、実
務
経
験
を
積
ん

で
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
り
た
い
で
す
！
や
っ
ぱ
り

資
格
マ
ニ
ア
で
す
ね（
笑
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

「
学
生
援
護
賞
リ
ジ
ョ
ン
賞
」受
賞
! 髙橋 由衣さん

臨床福祉コミュニティ学科３年
長良特別支援学校出身

佐藤（八）ゼミ
所属

・
大
垣
市
の
財
政
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い

る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、具
体
的
に
ど

ん
な
こ
と
を
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
大
垣
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、財
政
に
関
す
る
統

計
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、班
ご
と
に
役
割
分
担
を
し
て

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。前
期
は
、大
垣
市
役
所
か
ら
ご

提
供
い
た
だ
い
た
過
去
15
年
間
の
財
政
に
関
す
る
統
計

を
、類
似
団
体（
人
口
規
模
や
産
業
構
造
が
類
似
し
て

い
る
自
治
体
）と
比
較
し
な
が
ら
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、大
垣
市
財
政
の
特
徴
を
分
析
し
ま
し
た
。具
体

的
に
は
、地
方
税
や
地
方
交
付
税
等
を
中
心
に
分
析
す

る
歳
入
班
。福
祉
関
連
、公
共
事
業
、教
育
等
に
関
す
る

費
用
に
つ
い
て
分
析
す
る
歳
出
班
。自
治
体
が
公
共
事

業
等
を
行
う
た
め
に
発
行
す
る
地
方
債
を
分
析
す
る

公
債
班
。自
治
体
の
財
政
状
況
を
、客
観
的
な
い
く
つ

か
の
指
標
を
用
い
て
評
価
し
た
う
え
で
、各
班
が
行
っ

て
い
る
分
析
の
相
互
関
係
を
検
討
す
る
財
政
指
標
班

の
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

・
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

　
財
政
指
標
の
定
義
や
財
政
制
度
は
と
て
も
複
雑
な
の

で
、そ
れ
ら
を
理
解
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。最
初

は
、地
方
財
政
に
関
す
る
用
語
集
を
作
る
こ
と
に
よ
っ

て
、用
語
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。そ
の

後
、班
ご
と
に
役
割
分
担
を
し
て
、ひ
と
つ
の
研
究
を
始

め
た
の
で
す
が
、分
析
が
進
ま
な
い
と
、他
の
班
に
も
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
う
の
で
、メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
、共

同
研
究
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
、取
り
組
ん
で

い
た
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、ゼ
ミ
の
特
徴
と
し
て
、留
学

生
が
3
人
い
る
の
で
す
が
、日
本
人
の
学
生
で
も
、な
か

な
か
理
解
が
難
し
い
財
政
の
用
語
や
制
度
に
つ
い
て
理
解

す
る
の
は
、き
っ
と
す
ご
く
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
れ

と
、私
の
担
当
し
て
い
る
財
政
指
標
班
で
は
、各
班
が
行
っ

て
い
る
分
析
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
、研
究
の
方
向

性
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、他
の
班
が
分

析
し
て
い
る
内
容
も
把
握
し
、理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
に
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

・
研
究
を
と
お
し
て
何
か
見
え
て
き
た
も
の

は
あ
り
ま
す
か
？

　
ま
だ
、一定
の
財
政
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
段
階
で
す

が
、大
垣
市
は
他
の
自
治
体
と
比
べ
て
、地
方
税
が
安

定
的
で
、地
方
債
の
償
還
に
つ
い
て
も
他
の
自
治
体
と

比
較
す
る
と
順
調
で
あ
り
、福
祉
関
連
の
施
策
に
も
重

点
を
お
い
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、

今
後
の
分
析
課
題
と
し
て
、ま
ず
、地
方
税
に
つ
い
て

は
、地
域
経
済
と
の
関
係
が
深
い
の
で
、そ
こ
に
注
目
し

て
分
析
を
し
て
い
く
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
、福
祉
関
連
の
施
策
に
つ
い
て
は
、子
育
て
支

援
を
は
じ
め
と
し
て
、大
垣
市
が
重
点
を
お
い
て
い
る

分
野
で
す
の
で
、人
口
や
世
帯
構
造
の
変
化
な
ど
地
域

社
会
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、施
策
の
効
果
や
意
義
に
つ

い
て
も
分
析
し
、そ
の
う
え
で
財
政
と
の
関
係
に
つ
い
て

評
価
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
今
後
の
研
究
に
む
け
て
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
財
政
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
る
情
報
を
前
提
に
、大
垣
市

の
施
策
を
分
析
・
評
価
し
、大
垣
市
財
政
の
現
状
と
課

題
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に

は
、財
政
現
象
を
通
し
て
、大
垣
市
の
地
域
経
済
、地
域

社
会
の
動
き
を
把
握

す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。最

終
的
に
は
、大
垣
市
の

「
財
政
白
書
」も
し
く

は
、大
垣
市
財
政
に
関

す
る
研
究
報
告
書
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。
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　田 雅也さん
（2012年スポーツ経営学科卒業）

卒業生には
こんな先輩も！・

現
在
、大
学
院
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
現
状

を
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
攻
す
る
大
学
生

を
対
象
に
消
費
者
行
動
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
研
究
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

・
先
日
、ア
ジ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
会
で
研
究
発
表
さ
れ
た
と
伺
い
ま

し
た
が
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
か
？

　
日
本
の
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
攻

す
る
学
生
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、そ
の
成

果
を
報
告
し
ま
し
た
。調
査
で
は
、「
回
答
者
の
90
％

が
男
子
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
」「
90
％
の
回
答
者
が
高

校
3
年
以
降
に
受
験
校
を
決
定
し
た
こ
と
」「
大
学

へ
の
入
学
に
際
し
て
は
、高
校
の
教
師
や
友
人
の
推

奨
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
」「
70
％
の
回

答
者
が
資
格
取
得
や
正
規
の
職
を
得
る
こ
と
を
入

学
の
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
」「
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の

課
外
活
動
は
、学
生
生
活
の
中
心
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
」な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
、今
後
の
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
に
お
い
て
は
、そ
こ
で

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
展
望
が

描
け
る
の
か
を
可
視
化
す
る
こ
と
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

な
ど
の
整
備
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
提
起
し
報
告

し
ま
し
た
。

・
国
際
学
会
で
の
発
表
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　
国
際
学
会
の
発
表
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
が
、

国
内
学
会
の
発
表
は
何
度
か
機
会
を
頂
い
て
い
ま
し

た
。研
究
成
果
を
世
の
中
に
発
表
で
き
る
良
い
機
会

で
す
の
で
、重
い
責
任
感
は
あ
り
ま
す
が
、学
会
参
加

者
の
反
応
は
貴
重
で
あ
り
、楽
し
み
で
も

あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
国
際
学
会
の
発
表
は
、さ
ま
ざ

ま
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
、少
々
混
乱
も

あ
り
ま
し
た
が
、無
事
伝
え
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、こ
れ

が
何
よ
り
の
や
り
が
い
だ
と
思
い
ま
す
。

・
国
際
学
会
で
の
発
表
と
い
う
貴

重
な
経
験
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
の
目
標
は
な
ん
で
す
か
？

　
大
学
院
入
学
か
ら
、国
際
学
会
発
表
は

一つ
の
大
き
な
目
標
で
し
た
の
で
、そ
れ
が

達
成
で
き
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、目
標
は
、目
的
の
た

め
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、私
自
身
の
目
的
は
、

微
力
で
は
あ
り
な
が
ら
、日
本
の
ス
ポ
ー

ツ
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
、日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
次
の
目
標
と
し
て
は
、や

は
り
世
の
中
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
の
で

き
る
修
士
論
文
を
作
成
す
る
こ
と
！
こ

れ
に
尽
き
ま
す
。

・
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
学
生
時
代
は
、「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
経

験
し
、い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
り
、い
ろ
ん
な

人
と
出
会
う
こ
と
」を
目
標
と
し
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、そ
れ
ら
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
自
分
が
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
言
い
た
い
こ
と
は
、何
よ
り
、

「
行
動
し
続
け
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。情

報
化
社
会
と
言
わ
れ
、情
報
を
容
易
に
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で

す
。常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、得
た
情
報
を

整
理
し
、殻
に
こ
も
ら
ず
、外
へ
外
へ
と
出

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
が
大
学
生
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
で
、差
が
つ
く
要
因

だ
と
思
い
ま
す
。お
互
い
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
！！

　B
e
 y
o
u
rs
e
lf &

 D
o
 y
o
u
r 

best!!!!

・
今
ま
で
井
戸
ゼ
ミ
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
研
究
さ
れ

て
き
ま
し
た
か
？

　
１
年
次
か
ら
井
戸
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
る
の
で
す
が
、パ
ソ
コ

ン
で
主
に
J
a
v
a
を
用
い
て
動
的
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
発
や

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
作
を
制
御
す
る
こ
と
に
つ
い
て
学
ん
で
き

ま
し
た
。１
、２
年
次
に
は
i
f
構
文
や
配
列
等
を
利
用
し
た
簡
単

な
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
て
基
礎
力
を
徹
底
的
に
身
に
付
け
ま
し
た
。

学
年
が
あ
が
る
に
つ
れ

て
、J
S
P
と
呼
ば
れ
る

技
術
で
、H
T
M
L
内
に

J
a
v
a
の
コ
ー
ド
を
埋

め
込
み
動
的
な
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
を
作
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
制
作
と
し
て

音
声
と
視
覚
効
果
を

使
っ
た
作
品
を
作
っ
て
い

ま
す
。

・
昨
年
度
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
ね
。ど
の
よ
う
な
研
究
発
表
を
さ
れ
た
の
で
す
か
？

　「
学
園
ソ
ン
グ
制
作
を
支
援
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
ト
」と

題
し
て
、誰
で
も
替
え
歌
が
作
れ
る
サ
イ
ト
を
作
り
、発
表
し
ま
し

た
。そ
れ
を
テ
ー
マ
に
し
た
理
由
は
、歌
が
好
き
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、大
学
を
歌
で
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。既

存
の
歌
や
メ
ロ
デ
ィ
に
あ
わ
せ
て
、歌
詞
を
考
え
て
入
力
す
る
だ

け
で
、歌
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ク
ラ
ブ
の
試
合
の
と
き
の
応

援
歌
や
学
歌
の
替
え
歌
な
ど
の
作
成
に
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。ま
た
、そ
の
サ
イ
ト
で
は
作
っ
た
歌
を
保
存
す
る
こ
と
が

で
き
、公
開
も
で
き
ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
を
見
た
人
が
感
想
を
書

き
こ
ん
だ
り
、投
票
が
で
き
る
機
能
を
つ
け
ま
し
た
。そ
の
機
能
を

使
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
学
園
ソ
ン
グ
制
作
を
支
援
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
サ

イ
ト
の
活
用
先
は
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
か
？

　
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、ク
ラ
ブ
の
応
援
歌
や
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
、個

人
的
に
で
も
、な
ん
で
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、興
味
を
持
っ
た
方
は
私
か

井
戸
先
生
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
！

現
在
の
サ
イ
ト
に
は
学
歌
や
ド
レ
ミ
の
歌
、き
ら
き
ら
星
と
い
っ
た
曲
し

か
な
い
の
で
す
が
、既
存
の
歌
の
な
か
で
希
望
を
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、少

し
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
ど
ん
な
曲
で
も
作
成
で
き
ま
す
。

・
今
年
度
で
卒
業
で
す
が
、残
り
の
大
学
生
活
で
や
り

た
い
こ
と
は
？

　
今
ま
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
が
、な
に

か
を
作
ろ
う
と
い
う
目
標
が
な
い
と
勉
強
し
て
き
た
こ
と
が
生

か
し
き
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
は
関
数
な
ど
の

数
学
的
な
力
と
、解

説
が
英
語
で
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
英
語
の
力
が
必

要
で
す
か
ら
、そ
の

勉
強
を
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。あ
と

は
、映
像
を
き
れ
い

に
見
せ
る
た
め
の
美

的
セ
ン
ス
も
磨
き
た

い
で
す
ね
！

岐経
輝く
大生  

目標は財政白書の作成！

稲
垣
さ
ん
が
作
成
し
た

サ
ン
プ
ル

一
つ
の
大
き
な
目
標
を
達
成

  

研
究
成
果
を
世
界
へ
発
信

山田 晃広さん

経済学科３年
市立岐阜商業高校出身

藤井ゼミ 
所属

稲垣 真平さん

情報メディア学科4年
大垣南高校出身

井戸ゼミ 
所属

大
学
を
歌
で

盛
り
上
げ
た
い
！

・
ぎ
ふ
清
流
大
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
吹
奏
楽
部
の

演
奏
会
で
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
披
露
す
る
な
ど
様
々

な
こ
と
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

そ
の
原
動
力
は
な
ん
で
す
か
？

　
私
は
負
け
ず
嫌
い
な
の
で
、で
き
な
い
っ
て
思
う
の
が
嫌
な
ん
で

す
。幼
い
頃
か
ら
何
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。幼
稚
園
か
ら
左
手
が
動
か

な
く
な
る
中
学
ま
で
は
ピ
ア
ノ
の
教
室
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。高
校

生
に
な
っ
て
か
ら
音
楽
の
授
業
の
と
き
に
先
生
に
片
手
で
で
き
る

エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
勧
め
ら
れ
、授
業
の
時
間
だ
け
で
し
た
が
、エ
レ

ク
ト
ー
ン
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。大
学
に
入
学
し
て
か
ら
は
吹
奏

楽
部
に
所
属
し
、周
り
の
友
人
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
フ
ル
ー
ト
な
ど

の
金
管
楽
器
を
演
奏
し
て
い
る
の
を
見
て
、私
も
や
り
た
い
と
思

い
、吹
奏
楽
部
の
部
長
を
務
め
て
い
た
職
員
の
松
原
さ
ん
に
相
談

し
ま
し
た
。そ
の
時
に
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ら
片
手
で
も
で
き
る
か

も
と
教
え
て
い
た
だ
き
、練
習
を
始
め
ま
し
た
。今
は
、少
し
練
習

を
サ
ボ
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、今
年
の
岐
経
祭
で
吹
奏
楽
部
が

演
奏
会
を
開
く
の
で
、そ
こ
で
演
奏
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

・
今
ま
で
の
何
事
に
対
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
姿

勢
が
、今
回
の
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
学
生
援
護

賞
リ
ジ
ョ
ン
賞（
最
上
位
の
賞
）受
賞
に
繋
が
っ
た
と

思
う
の
で
す
が
受
賞
し
た
と
き
の
お
気
持
ち
は
い
か

が
で
し
た
か
？

　
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。で
も
、ま
さ
か
私
が
選
ば
れ
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。授
賞
式
で
は
、受
賞
の
感
想
を
述
べ
る

時
間
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、出
席
者
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
た
の

で
、す
ご
く
緊
張
し
て
、足

が
ガ
ク
ガ
ク
で
そ
の
ま
ま

倒
れ
る
か
と
思
い
ま
し

た
。賞
状
と
一
緒
に
賞
金
も

い
た
だ
い
た
の
で
、ま
ず
は

パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
て
、残
っ

た
お
金
で
教
科
書
や
資
格

試
験
の
参
考
書
な
ど
を
買

い
た
い
と
思
い
ま
す
。私
、

資
格
マ
ニ
ア
な
の
か
、色
々

な
資
格
を
取
り
た
い
ん
で

す
。今
は
、漢
字
検
定
２
級

と
I
C
T
プ
ロ
フ
ィ
シ
エ

ン
シ
ー
検
定
の
勉
強
に
励

ん
で
い
ま
す
。

・
社
会
福
祉
士
を
目
指
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し

た
が
、目
指
そ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
最
初
は
漠
然
と
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。福
祉

な
ら
人
の
役
に
立
て
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、高
校

二
年
生
ま
で
は
福
祉
＝
介
護
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
く
て
、逆
に
さ

れ
る
立
場
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。高
校
の
先
輩
で
福

祉
の
仕
事
に
就
い
た
人
が
い
た
の
で
相
談
し
て
み
る
と
、福
祉
に

は
介
護
以
外
に
相
談
を
受
け
る
仕
事
も
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。そ
れ
ま
で
は
、普
通
の
事
務
職
を
目
指
し
て
、情
報
系
の
学
部

の
あ
る
大
学
を
探
し
て
い
た
の
で
す
が
、福
祉
系
の
学
部
の
あ
る

大
学
を
探
し
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。そ

し
て
岐
阜
経
済
大
学
に
入
学
し
、福
祉
に
つ
い
て
学
び
、社
会
福
祉

士
と
い
う
職
業
を
目
指
し
始
め
ま
し
た
。

・
今
ま
で
の
大
学
生
活
で
得
た
も
の
は
？

　
得
た
と
い
う
か
、私
自
身
が
す
ご
く
変
わ
り
ま
し
た
。す
ご
く
喋

る
よ
う
に
な
っ
て
、友
人
と
も
い
つ
も
お
喋
り
を
し
て
い
ま
す
。内
容

は
買
い
物
が
好
き
な
の
で
、セ
ー
ル
の
話
と
か
主
婦
み
た
い
な
話
を

し
て
い
ま
す
。授
業
を
受
け
て
帰
る
と
い
う
日
が
多
い
で
す
が
、た

ま
に
部
活
に
行
っ
た
り
、友
人
と
お
喋
り
し
た
り
、毎
日
す
ご
く
充

実
し
て
い
ま
す
。

・
今
後
の
目
標
は
？

　
ま
ず
は
、来
年
の
社
会
福
祉
士
の
国
家
試
験
合
格
を
目
指
し

て
勉
強
を
頑
張
り
ま
す
。就
職
後
は
５
年
間
、実
務
経
験
を
積
ん

で
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
り
た
い
で
す
！
や
っ
ぱ
り

資
格
マ
ニ
ア
で
す
ね（
笑
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

「
学
生
援
護
賞
リ
ジ
ョ
ン
賞
」受
賞
! 髙橋 由衣さん

臨床福祉コミュニティ学科３年
長良特別支援学校出身

佐藤（八）ゼミ
所属

・
大
垣
市
の
財
政
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い

る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、具
体
的
に
ど

ん
な
こ
と
を
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
大
垣
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、財
政
に
関
す
る
統

計
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、班
ご
と
に
役
割
分
担
を
し
て

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。前
期
は
、大
垣
市
役
所
か
ら
ご

提
供
い
た
だ
い
た
過
去
15
年
間
の
財
政
に
関
す
る
統
計

を
、類
似
団
体（
人
口
規
模
や
産
業
構
造
が
類
似
し
て

い
る
自
治
体
）と
比
較
し
な
が
ら
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、大
垣
市
財
政
の
特
徴
を
分
析
し
ま
し
た
。具
体

的
に
は
、地
方
税
や
地
方
交
付
税
等
を
中
心
に
分
析
す

る
歳
入
班
。福
祉
関
連
、公
共
事
業
、教
育
等
に
関
す
る

費
用
に
つ
い
て
分
析
す
る
歳
出
班
。自
治
体
が
公
共
事

業
等
を
行
う
た
め
に
発
行
す
る
地
方
債
を
分
析
す
る

公
債
班
。自
治
体
の
財
政
状
況
を
、客
観
的
な
い
く
つ

か
の
指
標
を
用
い
て
評
価
し
た
う
え
で
、各
班
が
行
っ

て
い
る
分
析
の
相
互
関
係
を
検
討
す
る
財
政
指
標
班

の
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

・
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

　
財
政
指
標
の
定
義
や
財
政
制
度
は
と
て
も
複
雑
な
の

で
、そ
れ
ら
を
理
解
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。最
初

は
、地
方
財
政
に
関
す
る
用
語
集
を
作
る
こ
と
に
よ
っ

て
、用
語
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。そ
の

後
、班
ご
と
に
役
割
分
担
を
し
て
、ひ
と
つ
の
研
究
を
始

め
た
の
で
す
が
、分
析
が
進
ま
な
い
と
、他
の
班
に
も
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
う
の
で
、メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
、共

同
研
究
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
、取
り
組
ん
で

い
た
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、ゼ
ミ
の
特
徴
と
し
て
、留
学

生
が
3
人
い
る
の
で
す
が
、日
本
人
の
学
生
で
も
、な
か

な
か
理
解
が
難
し
い
財
政
の
用
語
や
制
度
に
つ
い
て
理
解

す
る
の
は
、き
っ
と
す
ご
く
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
れ

と
、私
の
担
当
し
て
い
る
財
政
指
標
班
で
は
、各
班
が
行
っ

て
い
る
分
析
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
、研
究
の
方
向

性
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、他
の
班
が
分

析
し
て
い
る
内
容
も
把
握
し
、理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
に
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

・
研
究
を
と
お
し
て
何
か
見
え
て
き
た
も
の

は
あ
り
ま
す
か
？

　
ま
だ
、一定
の
財
政
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
段
階
で
す

が
、大
垣
市
は
他
の
自
治
体
と
比
べ
て
、地
方
税
が
安

定
的
で
、地
方
債
の
償
還
に
つ
い
て
も
他
の
自
治
体
と

比
較
す
る
と
順
調
で
あ
り
、福
祉
関
連
の
施
策
に
も
重

点
を
お
い
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、

今
後
の
分
析
課
題
と
し
て
、ま
ず
、地
方
税
に
つ
い
て

は
、地
域
経
済
と
の
関
係
が
深
い
の
で
、そ
こ
に
注
目
し

て
分
析
を
し
て
い
く
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
、福
祉
関
連
の
施
策
に
つ
い
て
は
、子
育
て
支

援
を
は
じ
め
と
し
て
、大
垣
市
が
重
点
を
お
い
て
い
る

分
野
で
す
の
で
、人
口
や
世
帯
構
造
の
変
化
な
ど
地
域

社
会
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、施
策
の
効
果
や
意
義
に
つ

い
て
も
分
析
し
、そ
の
う
え
で
財
政
と
の
関
係
に
つ
い
て

評
価
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
今
後
の
研
究
に
む
け
て
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
財
政
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
る
情
報
を
前
提
に
、大
垣
市

の
施
策
を
分
析
・
評
価
し
、大
垣
市
財
政
の
現
状
と
課

題
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に

は
、財
政
現
象
を
通
し
て
、大
垣
市
の
地
域
経
済
、地
域

社
会
の
動
き
を
把
握

す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。最

終
的
に
は
、大
垣
市
の

「
財
政
白
書
」も
し
く

は
、大
垣
市
財
政
に
関

す
る
研
究
報
告
書
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。
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陸上競技部／駅伝部

第66回西日本学生陸上競技対校選手権大会
男子総合4位

第2回京滋・東海地区大学野球連盟交流戦
岐阜県選抜チームの強さを示す

サッカー部

平成25年度国民体育大会
第33回九州ブロック大会ボート競技大会 3位入賞

平成25年度岐阜県学生春季バドミントン選手権大会
男子団体準優勝・男子ダブルス優勝

第60回東海大学サッカー選手権大会
　悔しさをバネに天皇杯・リーグ戦に臨む

ボート部

男子団体戦 準優勝
男子ダブルス
優勝

準優勝

男子シングルス
準優勝

吉浦　真志（経済学科３年　富山商業出身）
岡本　雅基（スポーツ経営学科１年　龍谷富山高校出身）
中島　翔太郎（経済学科４年　富山商業高校出身）
齋藤　侑気（スポーツ経営学科４年　池田高校出身）

吉浦　真志（再掲）

　
徳
島
県
鳴
門
市
で
開
催
さ
れ
た
第
66
回
西
日
本

学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、本
学

陸
上
競
技
部
・
駅
伝
部
は
男
子
総
合
4
位
と
過
去
最

高
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
特
に
大
会
最
終
種
目
の
男
子
4
×
4
0
0
m
リ

レ
ー
で
、初
優
勝
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の

種
目
は
5
月
に
行
わ
れ
た
東
海
学
生
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会
で
も
優
勝
し
ま
し
た
が
、今
回
の

優
勝
で
ま
さ
に
実
力
で
勝
ち
取
っ
た
勝
利
で
あ
る

と
証
明
で
き
た
と
言
え
ま
す
。さ
ら
に
、男
子

4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
で
3
位
、4
0
0
m
で
2
位
、

円
盤
投
で
2
位
と
表
彰
台
へ
上
が
る
種
目
も
あ
り
、

岐
阜
経
済
大
学
の
存
在
感
を
充
分
見
せ
つ
け
た
3
日

間
で
し
た
。そ
し
て
新
た
に
、1
0
0
m
・
4
0
0
m
・

円
盤
投
で
全
日
本
イ
ン
カ
レ
の
標
準
記
録
を
突
破

し
、現
在
、全
日
本
イ
ン
カ
レ
の
出
場
者
が
個
人
が
9

種
目
、リ
レ
ー
が
2
種
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、先
日
行
わ
れ
た
第
45
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対

校
選
手
権
大
会
東
海
地
区
選
考
会
で
活
躍
し
た
駅

伝
部
員
も
1
5
0
0
m
で
７
位
、3
0
0
0
m
S
C

で
6
位
と
大
健
闘
し
ま
し
た
。陸
上
競
技
部
、駅
伝

部
全
体
の
底
上
げ
が
確
実
に
で
き
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

　
８
月
10
日（
土
）、大
学
野
球
連
盟
間
の
相
互
交

流
と
競
技
レ
ベ
ル
向
上
を
目
的
と
し
て
昨
年
か
ら

始
ま
っ
た
京
滋
・
東
海
交
流
戦
が
京
都
府
の
太
陽

が
丘
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
岐
阜
県
の

6
大
学
で
選
抜
チ
ー
ム
を
編
成
し
、交
流
戦
2
試

合
が
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
学
生
4
名
と
、随
行
団

の
団
長
と
し
て
塚
田
勝
総
監
督
、コ
ー
チ
と
し
て

小
森
茂
監
督
が
参
加
し
ま
し
た
。

選
抜
さ
れ
た
学
生

　
内
野
手
　
伊
藤 

匠
さ
ん

　
　
　
　
　  

（
経
済
学
科
4
年
　
海
星
高
校
出
身
）

　
投
　
手
　
比
嘉 

智
哉
さ
ん

　
　（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
4
年
　
沖
縄
水
産
高
校
出
身
）

　
投
　
手
　
渡
邉 

絢
実
さ
ん

　
　（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年
　
大
垣
日
本
大
学
高
校
出
身
）

　
外
野
手
　
近
藤 

祐
太
さ
ん

　
　 

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年
　
静
清
高
校
出
身
）

【
総
評
】

　
第
1
試
合
は
岐
阜
県
選
抜
が
初
回
、鮮
や
か
な
先

制
攻
撃
で
2
点
を
先
取
す
る
と
、5
回
に
も
連
打
で

1
点
を
追
加
。投
げ
て
は
4
投
手
の
リ
レ
ー
で
完
封
。

3
―
0
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　
第
2
試
合
は
中
盤
ま
で
投
手
戦
。5
回
に
相
手
内

野
の
敵
失
で
出
た
ラ
ン
ナ
ー
を
確
実
に
還
し
先
制
。

そ
の
後
も
終
盤
に
集
中
打
で
着
実
に
加
点
。投
手
陣

も
第
1
試
合
同
様
、5
投
手
の
完
封
リ
レ
ー
。

6
―
0
で
勝
利
し
2
連
勝
。岐
阜
県
リ
ー
グ
の
レ
ベ

ル
の
違
い
を
見
せ
つ
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
の
交
流
戦
で
本
学
の
伊
藤
匠
選
手
が

M
V
P
を
受
賞
し
ま
し
た
。レ
ベ
ル
の
高
い
岐
阜
県

選
抜
選
手
の
中
で
も
、ひ
と
際
目
立
つ
活
躍
を
見
せ

ま
し
た
。

　
７
月
20
日（
土
）、21
日（
日
）に
平
成
25
年
度
国
民
体
育
大
会
第
33
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
ボ
ー
ト
競
技
大
会
が
遠
賀
川
漕
艇
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。同
大
会
に
は
本
学
の
学
生
２

名
が
出
身
で
あ
る
沖
縄
県
を
代
表
し
て
、成
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
と
成
年
女
子
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
の
２
種
目
に
出
場
し
、両
種
目
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
か
ら
９
月

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
第
68
回
国
民
体
育
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　「
平
成
25
年
度
岐
阜
県
学
生
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
」に
お
い
て
、男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
３

年
次
と
１
年
次
の
吉
浦
・
岡
本
ペ
ア
が
優
勝
、４

年
次
の
中
島
・
齋
藤
ペ
ア
が
準
優
勝
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。　

　
ま
た
、男
子
団
体
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
に
お
い
て

も
準
優
勝
を
獲
得
し
、岐
阜
経
済
大
学
の
存
在
を

大
き
く
示
し
ま
し
た
。

白
柳 
慶
太
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
４
年 

髙
橋（
正
）ゼ
ミ 

浜
名
高
校
出
身
）

　
５
月
11
日（
土
）に
開
幕
し
た
、第
60
回
東
海
大
学
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
。総
理
大
臣
杯
の
予
選
を
兼
ね
る
本
大
会
で
、２

年
連
続
の
総
理
大
臣
杯
出
場
に
向
け
、チ
ー
ム
全
体
で
気
持
ち

を
高
め
て
臨
み
ま
し
た
。

　
初
戦
は
シ
ー
ド
と
な
り
、２
回
戦
か
ら
の
試
合
で
し
た
。相
手

は
名
古
屋
学
院
大
学
。絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
試
合
で
、最
後
の

年
に
か
け
る
4
年
生
が
ゴ
ー
ル・ア
シ
ス
ト
共
に
結
果
を
残
し
、

３
対
１
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　
３
回
戦
目
は
、今
季
2
度
目
の
対
戦
と
な
る
常
葉
大
学
浜
松

キ
ャ
ン
パ
ス
。全

国
大
会
出
場
の

常
連
校
で
は
あ

り
ま
す
が
、リ
ー

グ
戦
前
期
で
は

1
対
１
の
引
き

分
け
に
終
わ
っ

て
い
た
相
手
だ

け
に
、今
度
こ
そ

勝
ち
た
い
相
手

で
し
た
。結
果

は
、前
戦
同
様

90
分
で
は
決
着

が
つ
か
ず
、最
後

に
は
選
手
層
の

厚
さ
や
体
力
面

で
大
き
く
突
き

放
さ
れ
、１
対
３

と
惜
し
く
も
敗

れ
ま
し
た
。

　
総
理
大
臣
杯

連
続
出
場
は
途

切
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、天
皇

杯
と
リ
ー
グ
戦

へ
大
き
な
収
穫

の
あ
る
大
会
で

し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン

　

吉
浦 

真
志
さ
ん

（
経
済
学
科
３
年 

今
井
ゼ
ミ

富
山
商
業
高
校
出
身
）

　
私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、平
成
25
年
度
岐

阜
県
春
季
大
会
で
、男
子
団
体
と
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
準
優
勝
、男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は
優
勝
・
準

優
勝
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、私
は
正
直
、こ
の
結
果
に
は
納
得
が

い
っ
て
い
ま
せ
ん
。今
、私
た
ち
の
一
番
の
目
標
で

あ
る
、東
海
大
会
で
１
部
に
昇
格
す
る
た
め
に

は
、大
会
の
大
小
に
関
係
な
く
、常
に
自
分
を
保

ち
、力
を
出
し
き
れ
る「
強
い
選
手
」に
な
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。今
後
の
抱
負
と
し
て
は
、秋

季
県
大
会
で
団
体
、シ
ン
グ
ル
ス
、ダ
ブ
ル
ス
の
優

勝
と
、東
海
大
会

で
団
体
１
部
昇

格
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

加
納 

貴
子
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年 

大
野
ゼ
ミ 

コ
ザ
高
校
出
身
）

　
今
回
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、初
め
て
会
う
人
と
一
緒

に
試
合
に
出
る
と
い
う
こ
と
で
、最
初
は
不
安
や
緊
張
が
あ

り
ま
し
た
。実
際
に
会
っ
て
試
合
に
出
て
み
る
と
、初
め
て
に
し
て
は
息
も
合
い
、お

互
い
に
漕
ぎ
や
す
い
と
感
じ
て
、タ
イ
ム
も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
初
め

て
国
体
が
ね
ら
え
る
と
思
い
ま
し
た
。予
選
、敗
者
復
活
、決
勝
と
レ
ー
ス
の
回
数
を

重
ね
る
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
漕
ぎ
が
良
く
な
っ
て
い
っ
て
、決
勝
３
位
で
国
体
出
場
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
国
体
で
は
、も
っ
と
2
人
の
息
を
合
わ
せ
て
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
も
良
い
タ
イ
ム

を
出
せ
る
よ
う
に
、お
互
い
苦
手
と
し
て
い
る
前
半
か
ら
積
極
的
に
攻
め
る
レ
ー
ス

を
し
た
い
で
す
。今
、沖
縄
は
ボ
ー
ト
人
口
が
す
ご
く
少
な
い
の
で
、私
た
ち
が
活
躍

し
て
、沖
縄
の
ボ
ー
ト
普
及
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

バドミントン部

●男子総合得点
1位 中京大学
2位 関西学院大学
3位 京都産業大学
4位 岐阜経済大学
5位 福岡大学

117点
104点
49点
40点
36点

●トラックの部
1位 関西学院大学
2位 中京大学
3位 京都産業大学
4位 岐阜経済大学
5位 大阪経済大学

81点
46点
39点
31点
26点

●フィールドの部
  1位 中京大学
  2位 九州共立大学
  3位 鹿屋体育大学
  4位 関西学院大学
  5位 福岡大学
11位 岐阜経済大学

71点
28点
24点
23点
18点
9点

●男子4×400mR 優勝 ＜記録＞ 3分11秒08
川野　直哉（スポーツ経営学科1年　名古屋大谷高校出身）
田中　翔也（スポーツ経営学科4年　飾磨工業高校出身）
山本　智也（スポーツ経営学科3年　水口高校出身）
髙橋　拓也（スポーツ経営学科3年　岐南工業高校出身）

比嘉 智哉　
第１試合の３番手投手として６回から登板。
２イニングを投げて被安打2、無失点。
危なげない投球をみせた。
渡邉 絢実　
第2試合の４番手投手として７回から登板。
２イニングを投げて被安打2、無失点とこちらも
危なげない投球内容。
近藤 祐太　
第2試合、５番指名打者で先発出場（3打数0安打）

●男子4×100mR 3位 ＜記録＞ 40秒34
山本　智也（再掲）
増田　貴（スポーツ経営学科3年　島田樟誠高校出身）
髙橋　拓也（再掲）
加藤　慎也（スポーツ経営学科2年　桑名工業高校出身）

●男子円盤投 2位 ＜記録＞46m69
山田　晃広（経済学科3年　市立岐阜商業高校出身）
全日本インカレ参加標準記録突破

　 7位 ＜記録＞45m07
亀井　浩平（スポーツ経営学科4年　伊勢工業高校出身）
全日本インカレ参加標準記録突破

●男子100m 4位 ＜記録＞ 10秒55
増田　貴（再掲）／全日本インカレ参加標準記録突破

●男子400m 2位 ＜記録＞ 48秒29
髙橋　拓也（再掲）
全日本インカレ参加標準記録突破（準決勝47秒36）

▲4×400mリレーの選手たち

硬式野球部

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
感
想
と

　
　
　
　
　
　

   

国
体
へ
の
意
気
込
み

出
場
種
目
：
成
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

新
里 

杏
菜
さ
ん

（
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
3
年 

井
戸
ゼ
ミ 

コ
ザ
高
校
出
身
）

　
今
回
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
は
、沖
縄
選
抜
と
し
て
シ
ン
グ

ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
て
、３
位
と
な
り
東
京
国
体
出
場
権
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
で
は
、自
分
の
課
題
で
あ
る
前
半
か
ら
飛
び
出
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
、他
の
選
手

と
差
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、後
半
は
波
に
苦
戦
し
、他
の
選
手
に
越
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。波
風
が
ひ
ど
く
、何
度
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、ど
ん
な
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
も
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、し
っ
か
り
漕
げ
る
よ
う
に
今
後
の
練
習
で
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
国
体
に
は
強
い
選
手
が
た
く
さ
ん
出
場
す
る
と
思
い
ま
す
が
、自
分
の
漕
ぎ
が
力
い
っ
ぱ
い

発
揮
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
、昨
年
よ
り
も
い
い
結
果
で
順
位
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
場
種
目
：
成
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

初戦　シード
2回戦　vs.名古屋学院大学
前半　2-0
3分  →４年：沢村恭兵（アシスト 4年：篠原達巳）
38分→４年：沢村恭兵（アシスト 4年：勝野賢人）
後半　1-1
68分→４年：堀岡悠貴（アシスト 4年：篠原達巳）
合計　3-1
3回戦　vs.常葉大学浜松キャンパス
前半　1-1
23分→4年：勝野賢人
後半　0-0
延長前半　0-1、延長後半　0-1
合計　1-3

【本学出場選手の個人成績】
伊藤 匠　
第１試合、２番サードで先発出場（５打席４打数２安打）

第１打席　左中間三塁打
　　　　  中継が乱れる間に先制のホームイン。
第２打席　遊ゴロ
第３打席　四球
第４打席　遊ゴロ
第５打席　中越え二塁打

▲トロフィーを手に喜ぶ伊藤選手

▲岐阜県選抜チームの選手たち
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陸上競技部／駅伝部

第66回西日本学生陸上競技対校選手権大会
男子総合4位

第2回京滋・東海地区大学野球連盟交流戦
岐阜県選抜チームの強さを示す

サッカー部

平成25年度国民体育大会
第33回九州ブロック大会ボート競技大会 3位入賞

平成25年度岐阜県学生春季バドミントン選手権大会
男子団体準優勝・男子ダブルス優勝

第60回東海大学サッカー選手権大会
　悔しさをバネに天皇杯・リーグ戦に臨む

ボート部

男子団体戦 準優勝
男子ダブルス
優勝

準優勝

男子シングルス
準優勝

吉浦　真志（経済学科３年　富山商業出身）
岡本　雅基（スポーツ経営学科１年　龍谷富山高校出身）
中島　翔太郎（経済学科４年　富山商業高校出身）
齋藤　侑気（スポーツ経営学科４年　池田高校出身）

吉浦　真志（再掲）

　
徳
島
県
鳴
門
市
で
開
催
さ
れ
た
第
66
回
西
日
本

学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、本
学

陸
上
競
技
部
・
駅
伝
部
は
男
子
総
合
4
位
と
過
去
最

高
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
特
に
大
会
最
終
種
目
の
男
子
4
×
4
0
0
m
リ

レ
ー
で
、初
優
勝
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の

種
目
は
5
月
に
行
わ
れ
た
東
海
学
生
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会
で
も
優
勝
し
ま
し
た
が
、今
回
の

優
勝
で
ま
さ
に
実
力
で
勝
ち
取
っ
た
勝
利
で
あ
る

と
証
明
で
き
た
と
言
え
ま
す
。さ
ら
に
、男
子

4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
で
3
位
、4
0
0
m
で
2
位
、

円
盤
投
で
2
位
と
表
彰
台
へ
上
が
る
種
目
も
あ
り
、

岐
阜
経
済
大
学
の
存
在
感
を
充
分
見
せ
つ
け
た
3
日

間
で
し
た
。そ
し
て
新
た
に
、1
0
0
m
・
4
0
0
m
・

円
盤
投
で
全
日
本
イ
ン
カ
レ
の
標
準
記
録
を
突
破

し
、現
在
、全
日
本
イ
ン
カ
レ
の
出
場
者
が
個
人
が
9

種
目
、リ
レ
ー
が
2
種
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、先
日
行
わ
れ
た
第
45
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対

校
選
手
権
大
会
東
海
地
区
選
考
会
で
活
躍
し
た
駅

伝
部
員
も
1
5
0
0
m
で
７
位
、3
0
0
0
m
S
C

で
6
位
と
大
健
闘
し
ま
し
た
。陸
上
競
技
部
、駅
伝

部
全
体
の
底
上
げ
が
確
実
に
で
き
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

　
８
月
10
日（
土
）、大
学
野
球
連
盟
間
の
相
互
交

流
と
競
技
レ
ベ
ル
向
上
を
目
的
と
し
て
昨
年
か
ら

始
ま
っ
た
京
滋
・
東
海
交
流
戦
が
京
都
府
の
太
陽

が
丘
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
岐
阜
県
の

6
大
学
で
選
抜
チ
ー
ム
を
編
成
し
、交
流
戦
2
試

合
が
行
わ
れ
、本
学
か
ら
は
学
生
4
名
と
、随
行
団

の
団
長
と
し
て
塚
田
勝
総
監
督
、コ
ー
チ
と
し
て

小
森
茂
監
督
が
参
加
し
ま
し
た
。

選
抜
さ
れ
た
学
生

　
内
野
手
　
伊
藤 

匠
さ
ん

　
　
　
　
　  

（
経
済
学
科
4
年
　
海
星
高
校
出
身
）

　
投
　
手
　
比
嘉 

智
哉
さ
ん

　
　（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
4
年
　
沖
縄
水
産
高
校
出
身
）

　
投
　
手
　
渡
邉 

絢
実
さ
ん

　
　（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年
　
大
垣
日
本
大
学
高
校
出
身
）

　
外
野
手
　
近
藤 

祐
太
さ
ん

　
　 

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年
　
静
清
高
校
出
身
）

【
総
評
】

　
第
1
試
合
は
岐
阜
県
選
抜
が
初
回
、鮮
や
か
な
先

制
攻
撃
で
2
点
を
先
取
す
る
と
、5
回
に
も
連
打
で

1
点
を
追
加
。投
げ
て
は
4
投
手
の
リ
レ
ー
で
完
封
。

3
―
0
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　
第
2
試
合
は
中
盤
ま
で
投
手
戦
。5
回
に
相
手
内

野
の
敵
失
で
出
た
ラ
ン
ナ
ー
を
確
実
に
還
し
先
制
。

そ
の
後
も
終
盤
に
集
中
打
で
着
実
に
加
点
。投
手
陣

も
第
1
試
合
同
様
、5
投
手
の
完
封
リ
レ
ー
。

6
―
0
で
勝
利
し
2
連
勝
。岐
阜
県
リ
ー
グ
の
レ
ベ

ル
の
違
い
を
見
せ
つ
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
の
交
流
戦
で
本
学
の
伊
藤
匠
選
手
が

M
V
P
を
受
賞
し
ま
し
た
。レ
ベ
ル
の
高
い
岐
阜
県

選
抜
選
手
の
中
で
も
、ひ
と
際
目
立
つ
活
躍
を
見
せ

ま
し
た
。

　
７
月
20
日（
土
）、21
日（
日
）に
平
成
25
年
度
国
民
体
育
大
会
第
33
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
ボ
ー
ト
競
技
大
会
が
遠
賀
川
漕
艇
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。同
大
会
に
は
本
学
の
学
生
２

名
が
出
身
で
あ
る
沖
縄
県
を
代
表
し
て
、成
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
と
成
年
女
子
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
の
２
種
目
に
出
場
し
、両
種
目
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
か
ら
９
月

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
第
68
回
国
民
体
育
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　「
平
成
25
年
度
岐
阜
県
学
生
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
」に
お
い
て
、男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
３

年
次
と
１
年
次
の
吉
浦
・
岡
本
ペ
ア
が
優
勝
、４

年
次
の
中
島
・
齋
藤
ペ
ア
が
準
優
勝
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。　

　
ま
た
、男
子
団
体
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
に
お
い
て

も
準
優
勝
を
獲
得
し
、岐
阜
経
済
大
学
の
存
在
を

大
き
く
示
し
ま
し
た
。

白
柳 

慶
太
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
４
年 

髙
橋（
正
）ゼ
ミ 

浜
名
高
校
出
身
）

　
５
月
11
日（
土
）に
開
幕
し
た
、第
60
回
東
海
大
学
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
。総
理
大
臣
杯
の
予
選
を
兼
ね
る
本
大
会
で
、２

年
連
続
の
総
理
大
臣
杯
出
場
に
向
け
、チ
ー
ム
全
体
で
気
持
ち

を
高
め
て
臨
み
ま
し
た
。

　
初
戦
は
シ
ー
ド
と
な
り
、２
回
戦
か
ら
の
試
合
で
し
た
。相
手

は
名
古
屋
学
院
大
学
。絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
試
合
で
、最
後
の

年
に
か
け
る
4
年
生
が
ゴ
ー
ル・ア
シ
ス
ト
共
に
結
果
を
残
し
、

３
対
１
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　
３
回
戦
目
は
、今
季
2
度
目
の
対
戦
と
な
る
常
葉
大
学
浜
松

キ
ャ
ン
パ
ス
。全

国
大
会
出
場
の

常
連
校
で
は
あ

り
ま
す
が
、リ
ー

グ
戦
前
期
で
は

1
対
１
の
引
き

分
け
に
終
わ
っ

て
い
た
相
手
だ

け
に
、今
度
こ
そ

勝
ち
た
い
相
手

で
し
た
。結
果

は
、前
戦
同
様

90
分
で
は
決
着

が
つ
か
ず
、最
後

に
は
選
手
層
の

厚
さ
や
体
力
面

で
大
き
く
突
き

放
さ
れ
、１
対
３

と
惜
し
く
も
敗

れ
ま
し
た
。

　
総
理
大
臣
杯

連
続
出
場
は
途

切
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、天
皇

杯
と
リ
ー
グ
戦

へ
大
き
な
収
穫

の
あ
る
大
会
で

し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン

　

吉
浦 

真
志
さ
ん

（
経
済
学
科
３
年 

今
井
ゼ
ミ

富
山
商
業
高
校
出
身
）

　
私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、平
成
25
年
度
岐

阜
県
春
季
大
会
で
、男
子
団
体
と
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
準
優
勝
、男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は
優
勝
・
準

優
勝
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、私
は
正
直
、こ
の
結
果
に
は
納
得
が

い
っ
て
い
ま
せ
ん
。今
、私
た
ち
の
一
番
の
目
標
で

あ
る
、東
海
大
会
で
１
部
に
昇
格
す
る
た
め
に

は
、大
会
の
大
小
に
関
係
な
く
、常
に
自
分
を
保

ち
、力
を
出
し
き
れ
る「
強
い
選
手
」に
な
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。今
後
の
抱
負
と
し
て
は
、秋

季
県
大
会
で
団
体
、シ
ン
グ
ル
ス
、ダ
ブ
ル
ス
の
優

勝
と
、東
海
大
会

で
団
体
１
部
昇

格
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

加
納 
貴
子
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年 

大
野
ゼ
ミ 

コ
ザ
高
校
出
身
）

　
今
回
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、初
め
て
会
う
人
と
一
緒

に
試
合
に
出
る
と
い
う
こ
と
で
、最
初
は
不
安
や
緊
張
が
あ

り
ま
し
た
。実
際
に
会
っ
て
試
合
に
出
て
み
る
と
、初
め
て
に
し
て
は
息
も
合
い
、お

互
い
に
漕
ぎ
や
す
い
と
感
じ
て
、タ
イ
ム
も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
初
め

て
国
体
が
ね
ら
え
る
と
思
い
ま
し
た
。予
選
、敗
者
復
活
、決
勝
と
レ
ー
ス
の
回
数
を

重
ね
る
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
漕
ぎ
が
良
く
な
っ
て
い
っ
て
、決
勝
３
位
で
国
体
出
場
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
国
体
で
は
、も
っ
と
2
人
の
息
を
合
わ
せ
て
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
も
良
い
タ
イ
ム

を
出
せ
る
よ
う
に
、お
互
い
苦
手
と
し
て
い
る
前
半
か
ら
積
極
的
に
攻
め
る
レ
ー
ス

を
し
た
い
で
す
。今
、沖
縄
は
ボ
ー
ト
人
口
が
す
ご
く
少
な
い
の
で
、私
た
ち
が
活
躍

し
て
、沖
縄
の
ボ
ー
ト
普
及
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

バドミントン部

●男子総合得点
1位 中京大学
2位 関西学院大学
3位 京都産業大学
4位 岐阜経済大学
5位 福岡大学

117点
104点
49点
40点
36点

●トラックの部
1位 関西学院大学
2位 中京大学
3位 京都産業大学
4位 岐阜経済大学
5位 大阪経済大学

81点
46点
39点
31点
26点

●フィールドの部
  1位 中京大学
  2位 九州共立大学
  3位 鹿屋体育大学
  4位 関西学院大学
  5位 福岡大学
11位 岐阜経済大学

71点
28点
24点
23点
18点
9点

●男子4×400mR 優勝 ＜記録＞ 3分11秒08
川野　直哉（スポーツ経営学科1年　名古屋大谷高校出身）
田中　翔也（スポーツ経営学科4年　飾磨工業高校出身）
山本　智也（スポーツ経営学科3年　水口高校出身）
髙橋　拓也（スポーツ経営学科3年　岐南工業高校出身）

比嘉 智哉　
第１試合の３番手投手として６回から登板。
２イニングを投げて被安打2、無失点。
危なげない投球をみせた。
渡邉 絢実　
第2試合の４番手投手として７回から登板。
２イニングを投げて被安打2、無失点とこちらも
危なげない投球内容。
近藤 祐太　
第2試合、５番指名打者で先発出場（3打数0安打）

●男子4×100mR 3位 ＜記録＞ 40秒34
山本　智也（再掲）
増田　貴（スポーツ経営学科3年　島田樟誠高校出身）
髙橋　拓也（再掲）
加藤　慎也（スポーツ経営学科2年　桑名工業高校出身）

●男子円盤投 2位 ＜記録＞46m69
山田　晃広（経済学科3年　市立岐阜商業高校出身）
全日本インカレ参加標準記録突破

　 7位 ＜記録＞45m07
亀井　浩平（スポーツ経営学科4年　伊勢工業高校出身）
全日本インカレ参加標準記録突破

●男子100m 4位 ＜記録＞ 10秒55
増田　貴（再掲）／全日本インカレ参加標準記録突破

●男子400m 2位 ＜記録＞ 48秒29
髙橋　拓也（再掲）
全日本インカレ参加標準記録突破（準決勝47秒36）

▲4×400mリレーの選手たち

硬式野球部

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
感
想
と

　
　
　
　
　
　

   

国
体
へ
の
意
気
込
み

出
場
種
目
：
成
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

新
里 

杏
菜
さ
ん

（
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
3
年 

井
戸
ゼ
ミ 

コ
ザ
高
校
出
身
）

　
今
回
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
は
、沖
縄
選
抜
と
し
て
シ
ン
グ

ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
て
、３
位
と
な
り
東
京
国
体
出
場
権
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
で
は
、自
分
の
課
題
で
あ
る
前
半
か
ら
飛
び
出
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
、他
の
選
手

と
差
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、後
半
は
波
に
苦
戦
し
、他
の
選
手
に
越
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。波
風
が
ひ
ど
く
、何
度
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、ど
ん
な
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
も
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、し
っ
か
り
漕
げ
る
よ
う
に
今
後
の
練
習
で
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
国
体
に
は
強
い
選
手
が
た
く
さ
ん
出
場
す
る
と
思
い
ま
す
が
、自
分
の
漕
ぎ
が
力
い
っ
ぱ
い

発
揮
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
、昨
年
よ
り
も
い
い
結
果
で
順
位
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
場
種
目
：
成
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

初戦　シード
2回戦　vs.名古屋学院大学
前半　2-0
3分  →４年：沢村恭兵（アシスト 4年：篠原達巳）
38分→４年：沢村恭兵（アシスト 4年：勝野賢人）
後半　1-1
68分→４年：堀岡悠貴（アシスト 4年：篠原達巳）
合計　3-1
3回戦　vs.常葉大学浜松キャンパス
前半　1-1
23分→4年：勝野賢人
後半　0-0
延長前半　0-1、延長後半　0-1
合計　1-3

【本学出場選手の個人成績】
伊藤 匠　
第１試合、２番サードで先発出場（５打席４打数２安打）

第１打席　左中間三塁打
　　　　  中継が乱れる間に先制のホームイン。
第２打席　遊ゴロ
第３打席　四球
第４打席　遊ゴロ
第５打席　中越え二塁打

▲トロフィーを手に喜ぶ伊藤選手

▲岐阜県選抜チームの選手たち
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フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

公
開
授
業
を
実
施

コ
ー
チ
ン
グ
演
習【
陸
上
競
技
】に

ゲ
ス
ト
講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
大
垣
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会
を
開
催

　
毎
年
、学
び
へ
の
動
機
付
け
と
学
生
間
の
親
睦
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、新
入
生
を
対
象

に
行
っ
て
い
る「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
」。今
年
は
、経
済
学
部
で
は
昨

年
ま
で
と
趣
向
を
変
え
て
、基
礎
演
習（
ゼ
ミ
）単
位
で
企
画
し
、ゼ
ミ
ご
と
に
散
策
テ
ー
マ

や
ル
ー
ト
を
検
討
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、事
前
学
習
と
事
後
学
習
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
、ゼ
ミ
内
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
さ
せ
ま
し
た
。全
て
の
ゼ
ミ
の
企
画
が
終
了
し
た
際
に
は
、

「
経
済
学
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
報
告
会
」を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ

が
企
画
・
実
施
し
た
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

▲飯田覚士さんについての説明を聞くゼミ生

▲飯田覚士さんのガウン

　
７
月
５
日（
金
）と
７
月
24
日（
水
）、経
済
学
部
樋
下
田
邦

子
准
教
授
が
担
当
す
る「
地
域
福
祉
論
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
講
義
に
お
い
て
、公
開
授
業
を
実

施
し
ま
し
た
。地
域
福
祉
論
の
講
義
は
、経
済
学
科
と
公
共

政
策
学
科
の
2
年
生
約
25
名
が
受
講
。公
開
授
業
で
は
5
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
学
生
た
ち
が
、そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
た
課

題
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
里
親
制
度
や
高
齢
者
の
地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
、

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て
な
ど
、現
在
の
地
域
福
祉
の
問

題
点
を
挙
げ
、そ
の
解
決
策
や
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
講
義
で
は
、受
講
生
他
、学
内

教
職
員
や
外
部
機
関
の
方
を
含
む
約
20
名
が
参
加
。樋
下
田
准
教
授
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
3
つ
の
力
や
潜
在
的
な
学
習
力
に
つ
い
て
の
説
明
、学

生
た
ち
に
よ
る「
学
内
に
お
け
る
ゴ
ミ
問
題
」や「
学
内
に
お
け
る
タ
バ
コ
問

題
」の
研
究
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
内
に
お
け
る
ゴ
ミ
問
題
や
タ
バ
コ
問
題
に
つ
い
て
は
、本
学
と
岐
阜
大
学

に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や
実
地
調
査
を
行
い
、課
題
を
見
つ
け
、本
学
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
課
題
解
決
策
の
提
案
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。例
え
ば
、学
内
で
全
面
禁
煙
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、ス

テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
、学
生
が
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
や
、機
会
を
与
え
た

う
え
で
罰
則
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
報
告
後
に
は
、聴
講
し
た
先
生
方

か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
、学
生
部
長

の
山
田
武
司
教
授
か
ら
は
、「
学
生

自
ら
問
題
意
識
を
持
っ
て
調
査
を
し

て
、課
題
解
決
策
を
見
つ
け
て
く
る

と
い
う
こ
と
は
大
変
頼
も
し
い
で
す

ね
。」と
の
期
待
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
7
月
18
日（
木
）、岸
順
治
准
教
授
が
担
当
す

る
コ
ー
チ
ン
グ
演
習【
陸
上
競
技
】に
ゲ
ス
ト

講
師
と
し
て
、久
我
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。

　
久
我
氏
は
、本
学
経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
経
営

学
科
の
卒
業
生
で
あ
り
、陸
上
競
技
8
0
0
m

に
お
い
て
、昨
年
の
日
本
選
手
権
お
よ
び
国
民

体
育
大
会
に
お
い
て
入
賞
す
る
な
ど
選
手
と

し
て
活
躍
し
な
が
ら
、本
学
陸
上
競
技
部
の
中
距
離
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
に
も

携
わ
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
愛
知
県
立
大
学
大
学
院
で
母
国
で
あ
る「
ペ
ル
ー
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
教
育
」を
テ
ー
マ
に
研
究
し
て
い
ま
す
。こ
の
研
究
の
資
料
収

集
の
た
め
に
母
国
に
帰
国
し
た
折
、陸
上
競
技
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。そ

の
大
会
は
、今
年
6
月
に
行
わ
れ
た
ペ
ル
ー
選
手
権
で
し
た
が
、見
事

8
0
0
m
で
優
勝
し
、ペ
ル
ー
代
表
と
し
て
南
米
選
手
権（
コ
ロ
ン
ビ
ア
）に
出

場
し
、準
決
勝
ま
で
進
出
し
ま
し
た
。

　
講
義
当
日
は「
ラ
ン
ニ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
考
え
る
〜
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑

え
る
技
術
〜
」と
し
て
、8
0
0
m
の
中
距
離
走
に
お
い
て
同
じ
走
る
動
作
の

中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
こ
と
が
効
率
よ
く
タ
イ
ム
を
上
げ
る
方
法
で

あ
る
と
説
明
。エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
に
は
、適
切
な
走
動
作
の
作
用
と
走

動
作
に
お
け
る
筋
の
収
縮
時
間
の
最
小
化
が
必
要
で
あ
る
と
解
説
し
、走
動
作

で
着
地
し
て
い
る
足
と
逆
足
の
浮
遊
時
の「
脱
力（
筋
弛
緩
）」で
で
き
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。「
脱
力
」と
い
う
技
術
に
は
練
習
方
法
が
あ
る
そ
う
で
、実
際

に
そ
の
や
り
方
な
ど
を
映
像
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
久
我
氏
は
、講
義
の
最
後
に「
今
日
の
講
義
で
、少
な
か
ら
ず
な
に
か
得
て

く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
た
ち
が
頑
張
る
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る

と
思
う
の
で
、こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」と
学
生
た
ち
に
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、先
輩
で
あ
り
、ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
り
、陸
上
競
技
の

研
究
者
で
あ
る
久
我
氏
の
講
義
は
、身
近
で
あ
り
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。今
回
の
講
義
で
、大
き
な
刺
激
を
受
け
た
こ
と
は
、学
生
の

更
な
る
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
6
月
28
日（
金
）に
2
0
1
3
年
度
、第
1
回
大
垣
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究

会
が
開
催
さ
れ
、研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ソ
フ
ト
ピ
ア
共
同
研
究
室
か
ら

は
4
名
の
学
生
研
究
員
が
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
を
す
る
こ
と
と
な
り
、発

表
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、I
T
企
業
の
方
に
よ
る
研
究
報
告
が

あ
り
、主
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
の
発

表
が
行
わ
れ
、そ
の
後
、ソ
フ
ト
ピ
ア
共
同
研
究
室

の
学
生
研
究
員
が
、自
分
の
担
当
し
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
研
究
報
告
し
ま
し
た
。限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、ど
う
す
れ
ば
相
手
に
解
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
る
か
、ど
う
す
れ
ば
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
か
な
ど
、色
々
と
試
行
錯
誤
し
て
ま

と
め
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、こ
う
い
っ
た
場
所
で

発
表
す
る
機
会
は
あ
ま
り
無
い
の
で
、今
回
の
発

表
は
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
家
ゼ
ミ
で
は
、2
日
間
に
渡
っ
て
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

○
５
月
1
日（
水
）：
大
垣
の
歴
史
・
文
化
施
設

　（
大
垣
城
、郷
土
館
、守
屋
多
々
志
美
術
館
、奥
の

細
道
む
す
び
の
地
記
念
館
）

○
６
月
５
日（
水
）：ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン

　（
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、大
垣
市
情
報
工
房
）

　
大
垣
市
の
文
化
、歴
史
施
設
な
ど
を
見
学
し
、こ

の
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、こ
れ
ら
の
施
設

の
観
光
資
源
と
し
て
の
発
信
力
、ま
た
、市
の
活
性

化
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
・
見

学
し
ま
し
た
。特
に
、Ｉ
Ｔ
先
進
都
市
を
標
榜
す
る

大
垣
市
が
、こ
の
よ
う
な
施
設
に
Ｉ
Ｔ
を
ど
う
活
用

し
て
い
る
か
、Ｉ
Ｔ
と
歴
史
文
化
施
設
と
の
関
連
か

ら
見
た
視
点
で
調
査
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
ゼ
ミ
生
に
は
タ
イ
か

ら
の
留
学
生
、チ
ッ
カ
モ

ン
ス
ッ
プ
ム
さ
ん
が
い

て
、興
味
深
く
日
本
の

施
設
を
見
学
し
て
い
ま

し
た
。後
日
行
わ
れ
た

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
報
告
会
で

は
、タ
イ
と
日
本
の
違

い
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
焼
田
ゼ
ミ
で
は
、５
月
〜
７
月
に
か
け
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
初
日
は
、大
垣
駅
か
ら
大
垣

城
方
面
を
散
策
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
、大
垣
駅
周
辺
の
自
噴
水
め

ぐ
り
を
し
て
、６
月
５
日（
水
）に
大
垣
市
内
に
あ
る
枡
工
房
枡
屋

（
大
橋
量
器
）さ
ん
で
枡
作
り
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
枡
作
り
は
皆
が
初
め
て
の
体
験
で
し
た
が
、自
分
の
枡
を
作
る
こ

と
で
大
垣
の
名
産
品
で
あ
る
枡
を
、よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。体
験
で
は
、四
面
の
角
が
直
角
に
な
る
よ
う
に
調
整
し

た
り
、底
板
を
付
け
る
工
程
で
は
釘
を
真
っ
直
ぐ
に
打
っ
た
り
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、釘
を
打
つ
の
が
得
意
な
学
生
が
真
っ
直
ぐ

に
釘
を
打
つ
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
る
な
ど
、和
気
あ
い
あ
い
と
進
め

て
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、再
び
大
垣
市
内
の
6
つ
の
自
噴
水
を
巡
っ
て
皆
で

水
の
飲
み
比
べ
を
し
ま
し
た
。ど
こ
の
水
も
冷
た
く
て
美
味
し
く
、実

際
に
水
を
飲
ん
で
み
る
こ
と
で
大
垣
市
が
水
の
都
で
あ
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
ど
こ
へ
行
き
、何
を

す
る
か
」を
決
め
る
企
画
の
段
階
か
ら
学
生
主
体
で
進
め
ら
れ
、「
自

噴
水
の
飲
み
比
べ
」も
学
生
か
ら
提
案
さ
れ

た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。皆
で
協
力
し
て
進
め

る
こ
と
で
学
生
同
士
の
交
流
が
深
ま
る
と

同
時
に
、フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
大
垣
市
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

▲完成した桝

　
大
野
ゼ
ミ
は
4
月
17
日（
水
）に
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。本
学

経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
の
卒
業
生
で
、

現
在
大
阪
体
育
大
学
大
学
院
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
学
ん
で
い
る
棟
田
雅
也
さ
ん（
本
誌

５
ペ
ー
ジ
を
参
照
）を
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
招

き
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム
と
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
は
、「
自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
」、「
3
と

3
の
倍
数
を
言
っ
た
ら
ダ
メ
ゲ
ー
ム
」な
ど
を
行

い
、受
講
生
の
皆
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。後
半

の
講
義
で
は
、棟
田
さ
ん
の
大
学
4
年
間
を
振
り

返
り
、計
画
的
に
4
年
間
を
過
ご
す
必
要
性
、学

外
、海
外
な
ど
に
出
て
自
分
の
視
野
を
広
げ
る
必

要
性
、ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
の
楽
し
さ
な
ど
を
受
講

生
に
熱
く
語
り
、受
講
生
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
大
野
ゼ
ミ
の
4
年
生
も
数
名
参
加
し

て
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲講義をする棟田さん（卒業生）

　
６
月
12
日（
水
）に
本
学
初
と
な
る

自
校
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。学
生

た
ち
は
ま
ず
理
事
長
室
に
入
り
、浅

野
副
理
事
長
か
ら
本
学
の
創
立
経
緯

や
教
育
理
念
、卒
業
生
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。本
学
卒
業
生

に
は
元
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
飯
田
覚
士
さ
ん
が
い
る
の
で

す
が
、後
援
会
か
ら
飯
田
さ
ん
に
贈

ら
れ
た
ガ
ウ
ン
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し

た
。学
生
た
ち
は
普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
事
長
室
で
の
講
義
に
、少

し
緊
張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
、興
味
深
く
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
へ
移
動
し
、 

釣
餌
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
長
か
ら
、４

年
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
向
け
て「
１
年
生
で
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
」の
ア
ド
バ

イ
ス
と
、キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。資
料

と
し
て
白
紙
の
自
己
紹
介
書
が
配
ら
れ
、自
分
な
ら
ど
ん
な
こ
と
が
書
け

る
か
、考
え
な
が
ら
説
明
を
聞
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

　
最
後
に
野
松
経
営
学
部
長
か
ら「
経
営
学
部
で
何
を
学
ぶ
か
」を

テ
ー
マ
に
、改
め
て
学
科
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
、こ
れ
か

ら
ど
ん
な
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
い
く
か
を
考
え
な
が
ら
説
明
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
自
校
教
育
を
受
け
た
学
生
か
ら
は「
様
々
な
話
が
聞
け
て
、と
て
も
た
め

に
な
り
ま
し
た
。私
は
教
員
に
な
り
た
い
の
で
、紹
介
の
あ
っ
た
課
外
体
育

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度（
市
内
小
中
学
校
の
体
育
授
業
の
補
助
活
動
を
行
う
制

度
）な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」と
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
経
営
学
部
で
は
１
つ
の
企
画
と
し
て
、本
学
で
は
初
の
試
み
と
な
る「
岐
阜
経
済
大
学
を
知
る

セ
ミ
ナ
ー
」と
題
し
て
自
校
教
育
を
３
つ
の
ゼ
ミ
が
行
い
ま
し
た
。そ
の
他
に
も
、卒
業
生
を
講

師
と
し
て
招
き
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
講
義
を
行
う
ゼ
ミ
も
あ
り
ま
し
た
。

▲ソフトピアジャパンでゼミ生の皆さんと（一番左がスップムさん）

若
き
研
究
者
た
ち
の
研
究
発
表

　
私
が
発
表
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、地
域
参
加
型
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
開

発
に
つ
い
て
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
広
く
普
及
し
た
現
代
で
、ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
地
域
の
人
々
が
地
域
の
文
化
財
を
発
見
し
、そ
の
情
報
を
保
存
し
発
信
す
る

と
い
っ
た
地
域
住
民
参
加
型
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
進
展
し
て
い
ま
す
。こ

れ
は
世
代
を
超
え
た
地
域
住
民
同
士
の
交
流
が
可
能
で
、地
域
の
絆
を
深
め
る

方
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
シ
ス
テ
ム
は
そ
こ
に
あ
る
モ
ノ
自
体
に
情
報
を
与
え
る
こ
と
で
、リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
情
報
の
閲
覧
が
可
能
に
な
り
ま
す
。ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
本
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、カ
メ
ラ
を
通
し

て
風
景
を
見
た
と
き
に
、画
面
上
に
昔
の

風
景
や
歴
史
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
れ
を
利
用
し
、地
域
活
性
化
を
進
め

る
こ
と
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
す
。

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

江
﨑 

光
治
さ
ん

（
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
３
年 

井
戸
ゼ
ミ 

華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
校
出
身
）
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フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

公
開
授
業
を
実
施

コ
ー
チ
ン
グ
演
習【
陸
上
競
技
】に

ゲ
ス
ト
講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
大
垣
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会
を
開
催

　
毎
年
、学
び
へ
の
動
機
付
け
と
学
生
間
の
親
睦
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、新
入
生
を
対
象

に
行
っ
て
い
る「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
」。今
年
は
、経
済
学
部
で
は
昨

年
ま
で
と
趣
向
を
変
え
て
、基
礎
演
習（
ゼ
ミ
）単
位
で
企
画
し
、ゼ
ミ
ご
と
に
散
策
テ
ー
マ

や
ル
ー
ト
を
検
討
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、事
前
学
習
と
事
後
学
習
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
、ゼ
ミ
内
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
さ
せ
ま
し
た
。全
て
の
ゼ
ミ
の
企
画
が
終
了
し
た
際
に
は
、

「
経
済
学
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
報
告
会
」を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ

が
企
画
・
実
施
し
た
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

▲飯田覚士さんについての説明を聞くゼミ生

▲飯田覚士さんのガウン

　
７
月
５
日（
金
）と
７
月
24
日（
水
）、経
済
学
部
樋
下
田
邦

子
准
教
授
が
担
当
す
る「
地
域
福
祉
論
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
講
義
に
お
い
て
、公
開
授
業
を
実

施
し
ま
し
た
。地
域
福
祉
論
の
講
義
は
、経
済
学
科
と
公
共

政
策
学
科
の
2
年
生
約
25
名
が
受
講
。公
開
授
業
で
は
5
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
学
生
た
ち
が
、そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
た
課

題
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
里
親
制
度
や
高
齢
者
の
地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
、

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て
な
ど
、現
在
の
地
域
福
祉
の
問

題
点
を
挙
げ
、そ
の
解
決
策
や
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
講
義
で
は
、受
講
生
他
、学
内

教
職
員
や
外
部
機
関
の
方
を
含
む
約
20
名
が
参
加
。樋
下
田
准
教
授
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
3
つ
の
力
や
潜
在
的
な
学
習
力
に
つ
い
て
の
説
明
、学

生
た
ち
に
よ
る「
学
内
に
お
け
る
ゴ
ミ
問
題
」や「
学
内
に
お
け
る
タ
バ
コ
問

題
」の
研
究
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
内
に
お
け
る
ゴ
ミ
問
題
や
タ
バ
コ
問
題
に
つ
い
て
は
、本
学
と
岐
阜
大
学

に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や
実
地
調
査
を
行
い
、課
題
を
見
つ
け
、本
学
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
課
題
解
決
策
の
提
案
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。例
え
ば
、学
内
で
全
面
禁
煙
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、ス

テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
、学
生
が
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
や
、機
会
を
与
え
た

う
え
で
罰
則
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
報
告
後
に
は
、聴
講
し
た
先
生
方

か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
、学
生
部
長

の
山
田
武
司
教
授
か
ら
は
、「
学
生

自
ら
問
題
意
識
を
持
っ
て
調
査
を
し

て
、課
題
解
決
策
を
見
つ
け
て
く
る

と
い
う
こ
と
は
大
変
頼
も
し
い
で
す

ね
。」と
の
期
待
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
7
月
18
日（
木
）、岸
順
治
准
教
授
が
担
当
す

る
コ
ー
チ
ン
グ
演
習【
陸
上
競
技
】に
ゲ
ス
ト

講
師
と
し
て
、久
我
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。

　
久
我
氏
は
、本
学
経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
経
営

学
科
の
卒
業
生
で
あ
り
、陸
上
競
技
8
0
0
m

に
お
い
て
、昨
年
の
日
本
選
手
権
お
よ
び
国
民

体
育
大
会
に
お
い
て
入
賞
す
る
な
ど
選
手
と

し
て
活
躍
し
な
が
ら
、本
学
陸
上
競
技
部
の
中
距
離
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
に
も

携
わ
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
愛
知
県
立
大
学
大
学
院
で
母
国
で
あ
る「
ペ
ル
ー
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
教
育
」を
テ
ー
マ
に
研
究
し
て
い
ま
す
。こ
の
研
究
の
資
料
収

集
の
た
め
に
母
国
に
帰
国
し
た
折
、陸
上
競
技
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。そ

の
大
会
は
、今
年
6
月
に
行
わ
れ
た
ペ
ル
ー
選
手
権
で
し
た
が
、見
事

8
0
0
m
で
優
勝
し
、ペ
ル
ー
代
表
と
し
て
南
米
選
手
権（
コ
ロ
ン
ビ
ア
）に
出

場
し
、準
決
勝
ま
で
進
出
し
ま
し
た
。

　
講
義
当
日
は「
ラ
ン
ニ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
考
え
る
〜
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑

え
る
技
術
〜
」と
し
て
、8
0
0
m
の
中
距
離
走
に
お
い
て
同
じ
走
る
動
作
の

中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
こ
と
が
効
率
よ
く
タ
イ
ム
を
上
げ
る
方
法
で

あ
る
と
説
明
。エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
に
は
、適
切
な
走
動
作
の
作
用
と
走

動
作
に
お
け
る
筋
の
収
縮
時
間
の
最
小
化
が
必
要
で
あ
る
と
解
説
し
、走
動
作

で
着
地
し
て
い
る
足
と
逆
足
の
浮
遊
時
の「
脱
力（
筋
弛
緩
）」で
で
き
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。「
脱
力
」と
い
う
技
術
に
は
練
習
方
法
が
あ
る
そ
う
で
、実
際

に
そ
の
や
り
方
な
ど
を
映
像
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
久
我
氏
は
、講
義
の
最
後
に「
今
日
の
講
義
で
、少
な
か
ら
ず
な
に
か
得
て

く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
た
ち
が
頑
張
る
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る

と
思
う
の
で
、こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」と
学
生
た
ち
に
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、先
輩
で
あ
り
、ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
り
、陸
上
競
技
の

研
究
者
で
あ
る
久
我
氏
の
講
義
は
、身
近
で
あ
り
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。今
回
の
講
義
で
、大
き
な
刺
激
を
受
け
た
こ
と
は
、学
生
の

更
な
る
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
6
月
28
日（
金
）に
2
0
1
3
年
度
、第
1
回
大
垣
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究

会
が
開
催
さ
れ
、研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ソ
フ
ト
ピ
ア
共
同
研
究
室
か
ら

は
4
名
の
学
生
研
究
員
が
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
を
す
る
こ
と
と
な
り
、発

表
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、I
T
企
業
の
方
に
よ
る
研
究
報
告
が

あ
り
、主
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
の
発

表
が
行
わ
れ
、そ
の
後
、ソ
フ
ト
ピ
ア
共
同
研
究
室

の
学
生
研
究
員
が
、自
分
の
担
当
し
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
研
究
報
告
し
ま
し
た
。限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、ど
う
す
れ
ば
相
手
に
解
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
る
か
、ど
う
す
れ
ば
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
か
な
ど
、色
々
と
試
行
錯
誤
し
て
ま

と
め
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、こ
う
い
っ
た
場
所
で

発
表
す
る
機
会
は
あ
ま
り
無
い
の
で
、今
回
の
発

表
は
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
家
ゼ
ミ
で
は
、2
日
間
に
渡
っ
て
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

○
５
月
1
日（
水
）：
大
垣
の
歴
史
・
文
化
施
設

　（
大
垣
城
、郷
土
館
、守
屋
多
々
志
美
術
館
、奥
の

細
道
む
す
び
の
地
記
念
館
）

○
６
月
５
日（
水
）：ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン

　（
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、大
垣
市
情
報
工
房
）

　
大
垣
市
の
文
化
、歴
史
施
設
な
ど
を
見
学
し
、こ

の
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、こ
れ
ら
の
施
設

の
観
光
資
源
と
し
て
の
発
信
力
、ま
た
、市
の
活
性

化
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
・
見

学
し
ま
し
た
。特
に
、Ｉ
Ｔ
先
進
都
市
を
標
榜
す
る

大
垣
市
が
、こ
の
よ
う
な
施
設
に
Ｉ
Ｔ
を
ど
う
活
用

し
て
い
る
か
、Ｉ
Ｔ
と
歴
史
文
化
施
設
と
の
関
連
か

ら
見
た
視
点
で
調
査
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
ゼ
ミ
生
に
は
タ
イ
か

ら
の
留
学
生
、チ
ッ
カ
モ

ン
ス
ッ
プ
ム
さ
ん
が
い

て
、興
味
深
く
日
本
の

施
設
を
見
学
し
て
い
ま

し
た
。後
日
行
わ
れ
た

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
報
告
会
で

は
、タ
イ
と
日
本
の
違

い
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
焼
田
ゼ
ミ
で
は
、５
月
〜
７
月
に
か
け
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
初
日
は
、大
垣
駅
か
ら
大
垣

城
方
面
を
散
策
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
、大
垣
駅
周
辺
の
自
噴
水
め

ぐ
り
を
し
て
、６
月
５
日（
水
）に
大
垣
市
内
に
あ
る
枡
工
房
枡
屋

（
大
橋
量
器
）さ
ん
で
枡
作
り
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
枡
作
り
は
皆
が
初
め
て
の
体
験
で
し
た
が
、自
分
の
枡
を
作
る
こ

と
で
大
垣
の
名
産
品
で
あ
る
枡
を
、よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。体
験
で
は
、四
面
の
角
が
直
角
に
な
る
よ
う
に
調
整
し

た
り
、底
板
を
付
け
る
工
程
で
は
釘
を
真
っ
直
ぐ
に
打
っ
た
り
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、釘
を
打
つ
の
が
得
意
な
学
生
が
真
っ
直
ぐ

に
釘
を
打
つ
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
る
な
ど
、和
気
あ
い
あ
い
と
進
め

て
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、再
び
大
垣
市
内
の
6
つ
の
自
噴
水
を
巡
っ
て
皆
で

水
の
飲
み
比
べ
を
し
ま
し
た
。ど
こ
の
水
も
冷
た
く
て
美
味
し
く
、実

際
に
水
を
飲
ん
で
み
る
こ
と
で
大
垣
市
が
水
の
都
で
あ
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
ど
こ
へ
行
き
、何
を

す
る
か
」を
決
め
る
企
画
の
段
階
か
ら
学
生
主
体
で
進
め
ら
れ
、「
自

噴
水
の
飲
み
比
べ
」も
学
生
か
ら
提
案
さ
れ

た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。皆
で
協
力
し
て
進
め

る
こ
と
で
学
生
同
士
の
交
流
が
深
ま
る
と

同
時
に
、フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
大
垣
市
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

▲完成した桝

　
大
野
ゼ
ミ
は
4
月
17
日（
水
）に
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。本
学

経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
の
卒
業
生
で
、

現
在
大
阪
体
育
大
学
大
学
院
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
学
ん
で
い
る
棟
田
雅
也
さ
ん（
本
誌

５
ペ
ー
ジ
を
参
照
）を
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
招

き
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム
と
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
は
、「
自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
」、「
3
と

3
の
倍
数
を
言
っ
た
ら
ダ
メ
ゲ
ー
ム
」な
ど
を
行

い
、受
講
生
の
皆
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。後
半

の
講
義
で
は
、棟
田
さ
ん
の
大
学
4
年
間
を
振
り

返
り
、計
画
的
に
4
年
間
を
過
ご
す
必
要
性
、学

外
、海
外
な
ど
に
出
て
自
分
の
視
野
を
広
げ
る
必

要
性
、ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
の
楽
し
さ
な
ど
を
受
講

生
に
熱
く
語
り
、受
講
生
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
大
野
ゼ
ミ
の
4
年
生
も
数
名
参
加
し

て
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲講義をする棟田さん（卒業生）

　
６
月
12
日（
水
）に
本
学
初
と
な
る

自
校
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。学
生

た
ち
は
ま
ず
理
事
長
室
に
入
り
、浅

野
副
理
事
長
か
ら
本
学
の
創
立
経
緯

や
教
育
理
念
、卒
業
生
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。本
学
卒
業
生

に
は
元
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
飯
田
覚
士
さ
ん
が
い
る
の
で

す
が
、後
援
会
か
ら
飯
田
さ
ん
に
贈

ら
れ
た
ガ
ウ
ン
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し

た
。学
生
た
ち
は
普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
事
長
室
で
の
講
義
に
、少

し
緊
張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
、興
味
深
く
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
へ
移
動
し
、 

釣
餌
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
長
か
ら
、４

年
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
向
け
て「
１
年
生
で
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
」の
ア
ド
バ

イ
ス
と
、キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。資
料

と
し
て
白
紙
の
自
己
紹
介
書
が
配
ら
れ
、自
分
な
ら
ど
ん
な
こ
と
が
書
け

る
か
、考
え
な
が
ら
説
明
を
聞
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

　
最
後
に
野
松
経
営
学
部
長
か
ら「
経
営
学
部
で
何
を
学
ぶ
か
」を

テ
ー
マ
に
、改
め
て
学
科
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
、こ
れ
か

ら
ど
ん
な
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
い
く
か
を
考
え
な
が
ら
説
明
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
自
校
教
育
を
受
け
た
学
生
か
ら
は「
様
々
な
話
が
聞
け
て
、と
て
も
た
め

に
な
り
ま
し
た
。私
は
教
員
に
な
り
た
い
の
で
、紹
介
の
あ
っ
た
課
外
体
育

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度（
市
内
小
中
学
校
の
体
育
授
業
の
補
助
活
動
を
行
う
制

度
）な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」と
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
経
営
学
部
で
は
１
つ
の
企
画
と
し
て
、本
学
で
は
初
の
試
み
と
な
る「
岐
阜
経
済
大
学
を
知
る

セ
ミ
ナ
ー
」と
題
し
て
自
校
教
育
を
３
つ
の
ゼ
ミ
が
行
い
ま
し
た
。そ
の
他
に
も
、卒
業
生
を
講

師
と
し
て
招
き
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
講
義
を
行
う
ゼ
ミ
も
あ
り
ま
し
た
。

▲ソフトピアジャパンでゼミ生の皆さんと（一番左がスップムさん）

若
き
研
究
者
た
ち
の
研
究
発
表

　
私
が
発
表
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、地
域
参
加
型
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
開

発
に
つ
い
て
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
広
く
普
及
し
た
現
代
で
、ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
地
域
の
人
々
が
地
域
の
文
化
財
を
発
見
し
、そ
の
情
報
を
保
存
し
発
信
す
る

と
い
っ
た
地
域
住
民
参
加
型
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
進
展
し
て
い
ま
す
。こ

れ
は
世
代
を
超
え
た
地
域
住
民
同
士
の
交
流
が
可
能
で
、地
域
の
絆
を
深
め
る

方
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
シ
ス
テ
ム
は
そ
こ
に
あ
る
モ
ノ
自
体
に
情
報
を
与
え
る
こ
と
で
、リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
情
報
の
閲
覧
が
可
能
に
な
り
ま
す
。ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
本
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、カ
メ
ラ
を
通
し

て
風
景
を
見
た
と
き
に
、画
面
上
に
昔
の

風
景
や
歴
史
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
れ
を
利
用
し
、地
域
活
性
化
を
進
め

る
こ
と
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
す
。

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

江
﨑 

光
治
さ
ん

（
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
３
年 

井
戸
ゼ
ミ 

華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
校
出
身
）
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新
家
ゼ
ミ

焼
田
ゼ
ミ

大
野
ゼ
ミ

自
校
教
育



　1976年新潟生まれ。小さいころから身体を使った遊びが大好きで、小学校低学年のころは「キャ
プテン翼」にあこがれ毎日サッカーボールを蹴っていました。しかし持病の喘息が悪化したため、小学
4年生時にサッカーを断念し、代わりに喘息に良いとされる水泳を始めました。また、雪深い地域で
育ったため、冬期はクロスカントリースキーを小学4年生から高校3年生まで行っていました。
　中学校から高校への進路選択において、一時はスキーをやめ、父親、兄と同じ機械設計の道へ進
むため地元の高等専門学校への進学を考えましたが、最後のシーズンとなるはずだった中学3年の
シーズンイン直前に体育の授業で足首を骨折し、スキーが不完全燃焼となってしまいました。そのた
め高校進学先を変更して、スキーを続けることに。高校でスキーを続ける中で、どのようなトレーニン
グをすると効果的に体力を高められるかを考えるようになり、将来トレーニングの研究者になること
を決意。
　1年間の浪人生活を経て（高校3年生の冬までスキーをしていたため、センター試験を受けられま
せんでした）、筑波大学体育専門学群に入学。スキーの夏場のトレーニングとして行っていた、水泳や
自転車、ランニングを組み合わせたトライアスロンを競技として取り組む。トレーニングについて自
分で勉強したことを、自分の体で試すといった
ことを繰り返していました。その後、同大学大
学院体育科学研究科（一貫性博士課程）に進
学しましたが、研究よりも実践を重視した結
果、学位をとれずに単位取得後退学。
　2004年から8年間、岐阜県スポーツ科学ト
レーニングセンターフィジカルトレーニング専
門員として、バレーボール、バスケットボール、
野球など様々な種目において、競技力向上の
ためのトレーニングの指導を行ってきました。
　2012年4月本学着任。運動生理学、トレー
ニング演習（フィジカル）、水泳などを担当。

 篠田 知之講師

しの　だ　　  とも　ゆき

体力測定を活用した効果的なトレーニング

　
私
の
研
究
分
野
は
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
中
の

体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
分
野
と
い
う
も
の
で
、運

動
時
の
体
の
働
き
に
つ
い
て
研
究
す
る
運
動

生
理
学
や
身
体
の
動
作
を
数
量
的
に
分
析
す

る
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
な
ど
を
親
学
問
と
し
、

体
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
効
果
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
考
え
る
分
野
で
す
。実
践
を
重

視
す
る
分
野
で
あ
り
、「
ス
ポ
ー
ツ
現
場
を
よ

く
知
っ
た
科
学
者
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
よ
く

知
っ
た
現
場
の
指
導
者
に
な
り
な
さ
い
」と
指

導
教
官
に
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
欄
に
も
書
い
た
よ
う
に
、大

学
院
時
代
に
も
研
究
室
に
い
る
こ
と
が
少
な

く
、ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ば
か

り
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
で
大
学
院
時
代
を
過
ご

し
た
た
め
、私
自
身
も
、現
場
に
役
立
つ
研
究

を
モ
ッ
ト
ー
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
研
究
を
振
り
返
る

と
、「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
の
体
力
特
性
の

研
究
」、持
久
力
の
指
標
で
あ
る「
最
大
酸
素

摂
取
量
の
研
究
」、「
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
」な
ど
様
々
で

す
。指
導
教
官
は
自
分
の
研
究
室
の
特
徴
を

「
八
百
屋
」と
表
現
し
て
い
ま
し
た
が
、私
も

ま
さ
に
八
百
屋
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
テ
ー

マ
を
扱
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
は
そ
の
時
々

の
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
研
究
を
行
っ
て

き
た
結
果
で
あ
り
、「
お
前
の
専
門
は
何
だ
？
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
こ

れ
で
自
分
ら
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
研
究
テ
ー
マ
と
言
え
る
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、最
近
は
特
に
、ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に
い

か
に
体
力
測
定
を
普
及
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
考
え
て
い
ま
す
。人
は
体
調
を
崩
し
て
病
院

へ
行
っ
た
時
に
は
、血
液
検
査
や
レ
ン
ト
ゲ
ン

を
行
い
、ど
の
部
分
が
悪
い
の
か
原
因
を
突
き

止
め
て
か
ら
、治
療
を
行
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ

で
も
闇
雲
に
練
習
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
時

代
は
終
わ
り
ま
し
た
。体
力
測
定
に
よ
っ
て
、

自
分
や
チ
ー
ム
の
長
所
と
短
所
を
確
認
し
、

競
技
力
向
上
の
方
策
を
考
え
る
こ
と
が
、こ
れ

か
ら
の
時
代
で
は
重
要
で
す
。近
年
で
は
、よ

う
や
く
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
中
で
、体
力

測
定
の
結
果
を
も
と
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
考

え
る
こ
と
が
常
識
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、大

学
、高
校
レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
普
及
し
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。取
り
入
れ
な
い
理
由
を
指
導

者
に
聞
く
と
、「
測
定
を
す
る
設
備
が
な
い
」、

「
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
」な
ど
を
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、ア
イ
デ
ア
次
第
で
高
価
な
道
具
を
使

わ
な
く
て
も
、短
時
間
で
可
能
な
測
定
も
あ
り

ま
す
。そ
う
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
現
場
に
広
め

つ
つ
、体
力
測
定
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
な
げ

る
有
効
な
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

経営学部

近 著 紹 介

　安倍政権の経済政策はアベノミク
スと呼ばれ、その効果をめぐって大き
な注目を集めています。本書は，その
ようなアベノミクスを批判的に分析・
考察し，日本と地域社会が、その歴史
やアイデンティティを踏まえて再生・
発展する途とは如何なるものである
かを問い、提案するブックレットです。
第１部は「アベノミクスの時代認識を
問う」、第２部は「脱成長で地域の再
生」となっており、高橋教授は第１部
の第２論文を執筆しています。

高橋 勉教授
共同執筆
農文協
2013 年５月

アベノミクスと日本の論点
成長戦略から成熟戦略へ

　本書は、日本流通学会設立25周年
記念出版プロジェクト（全5巻）の第2
巻です。流通活動の動態に対応して
変化する消費生活をより現代的な視
点から総合的に分析しうる理論的な
枠組みを示すと同時に、多様な消費
生活の現実的なテーマにアプローチ
することを目的として執筆されてい
ます。したがって、これまでの流通研
究やマーケティング研究ではほとん
ど取り扱われることがなかった領域
にも分析の射程を広げています。

中西 大輔講師
分担執筆
白桃書房
2013 年５月

流通動態と
消費者の時代２

　
４
年
次
生
は
、３
年
次
の

秋
よ
り
就
職
準
備
を
始
め
、

12
〜
２
月
の
就
職
説
明
会

に
参
加
し
て
業
界
・
企
業
研

究
を
深
め
、３
月
か
ら
就
職

試
験
が
始
ま
っ
て
４
月
以

降
に
内
々
定
が
出
始
め
ま

し
た
。7
月
末
日
現
在
の

内
々
定
率
は
、昨
年
度
よ
り

５
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。就
職
を
取
り
巻
く

環
境
は
、景
気
対
策
に
よ
り

大
手
企
業
を
中
心
に
採
用

意
欲
は
緩
や
か
に
回
復
基

調
に
あ
り
ま
す
が
、ま
だ
ま

だ
不
透
明
な
状
況
で
す
。企

業
の
採
用
基
準
は
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高

い
人
材
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
を
求
め
る
等
質
重
視

が
一
層
強
ま
り
依
然
厳
し

い
状
況
が
続
き
ま
す
。第
１

志
望
の
業
界
に
固
執
せ
ず
、

大
手
企
業
の
関
連
中
堅
企

業
や
中
小
企
業
へ
も
視
野

を
広
げ
る
な
ど
、柔
軟
か
つ

現
実
的
な
就
職
活
動
を
し

て
く
だ
さ
い
。企
業
の
採
用

活
動
は
長
期
化
し
て
い
ま

す
。「
最
後
ま
で
諦
め
な
い
」

「
行
動
す
る
」こ
の
２
点
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。就

職
、進
路
に
つ
い
て
悩
み
を

抱
え
て
い
る
学
生
は
、キ
ャ

リ
ア
支
援
課
へ
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

　
３
年
次
生
は
、８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
生
と
し
て
企
業
・
自
治
体
の
就
業
体
験
を
し
ま

す
。今
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、左
記
の
企
業
・
自

治
体
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

学
生
の

就
職
活
動

状
況
報
告

と
ぴ
あ
浜
松
農
業
協
同
組
合

上
田 

杏
美
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
４
年 

竹
内
ゼ
ミ 

浜
松
湖
東
高
校
出
身
）

上
田 

杏
美
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
４
年 

竹
内
ゼ
ミ 

浜
松
湖
東
高
校
出
身
）
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０
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３
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西
濃
運
輸
株
式
会
社

西
尾 

亮
太
さ
ん
（
経
済
学
科
４
年 

今
井
ゼ
ミ 

豊
丘
高
校
出
身
）

西
尾 

亮
太
さ
ん
（
経
済
学
科
４
年 

今
井
ゼ
ミ 

豊
丘
高
校
出
身
）

内
々
定
学
生
の
報
告

　
私
は
12
月
1
日
の
就
活
解
禁
日
に
開
か
れ
た
就
活
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
つ
、就
職
特
別
講
座
（
今
枝
塾
）に
参
加
し
、就
活
の

ス
イ
ッ
チ
が
入
り
ま
し
た
。就
活
の
い
ろ
は
を
教
え
て
く
だ
さ

り
、不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
就
活
に
対
し
て
、力
強
い
一
歩
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
今
枝
塾
の
メ
ン
バ
ー
は
お
互
い
励
ま
し
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
て
、み
ん
な
が
い
る
と
い
う
安
心
感
に
繋
が
っ
て

い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
私
は
業
界
を
絞
っ
て
お
ら
ず
、地
元
に
就
職
で
き
、な
お
か
つ

女
性
が
働
く
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
企
業
を
中
心
に
エ
ン
ト

リ
ー
を
し
て
、気
に
な
っ
た
企
業
の
説
明
会
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。最
初
の
合
同
説
明
会
で
は
独
特
の
緊
張
感
と
他
の
就
活
生
の

真
剣
な
眼
差
し
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。あ
と
は

地
元
企
業
と
い
う
こ
と
で
、F
a
c
e
b
o
o
k
な
ど
を
利
用
し

て
O
G
を
探
し
、積
極
的
に
O
G
訪
問
や
支
店
訪
問
を
行
い
ま
し

た
。と
に
か
く
企
業
側
に
名
前
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
、そ
れ
だ

け
で
面
接
の
時
な
ど
か

な
り
印
象
が
変
わ
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。そ

の
成
果
で
第
一
志
望
の
最
終
面
接
で
は
「
今
ま
で
何
回
も
あ
り

が
と
う
」と
そ
の
場
で
内
々
定
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
幸
い
２
社
か
ら
内
々
定
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ど
ち
ら

に
行
く
か
と
て
も
悩
み
ま
し
た
が
、最
終
的
に
は
、「
地
元
に
貢
献

し
た
い
」と
い
う
就
活
を
始
め
た
当
初
の
希
望
に
よ
り
、J
A
と

ぴ
あ
浜
松
に
決
め
ま
し
た
。就
活
中
は
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、友
人
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
方
た
ち
に
思
い
っ
き

り
頼
っ
て
、支
え
て
も
ら
っ
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。就
活
に
「
早
す
ぎ
た
」と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。行

動
す
る
な
ら
早
い
ほ
う
が
周
り
に
差
を
つ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。私
に
と
っ
て
就
活
は
、本
当
に
自
分
の
大
き
な
成
長
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、就
職
活
動
を
す
る
う
え
で
何
を
し
て
い
い
の
か
も
解

ら
ず
、と
り
あ
え
ず
説
明
会
に
参
加
す
る
だ
け
で
し
た
。そ
こ

で
、岐
阜
経
済
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
就
職
特
別
講
座
（
今
枝

塾
）に
参
加
し
ま
し
た
。就
職
特
別
講
座
は
、就
職
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
４
年
次
の
内
定
者
で
あ
る
チ
ュ
ー
タ
ー
４
名
に
よ
る
合

宿
を
含
む
講
座
で
す
。こ
の
講
座
で
は
、面
接
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
集
中
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。な
に
よ
り
就
職
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、情
報
が
交
換
で
き
た
り
就

職
活
動
の
不
安
が
自
信
に
変
わ
り
、励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
漠
然
と
12
月
か
ら
始
ま
る
合
同
説
明
会
、２
月
か
ら

は
個
別
説
明
会
に
参
加
し
、企
業
の
説
明
を
受
け
て
い
く
中
で

業
種
を
絞
っ
て
い
き
ま
し
た
。全
く
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
企

業
で
も
、企
業
の
中
に
多
く
職
種
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、視
野

を
広
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。採
用
試
験
に
お
い

て
も
多
く
の
企
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。多
く
の
企
業
を

受
験
し
た
こ
と
で
、次

第
に
面
接
の
対
応
も

落
ち
着
い
た
も
の
に

な
り
、筆
記
試
験
に
お
い
て
も
、一
度
出
た
問
題
に
当
た
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、私
は
西
濃
運
輸
㈱
を
第
一
志
望
に
考
え
試
験
を

受
け
ま
し
た
。企
業
の
明
る
さ
や
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る

点
、効
率
的
な
モ
ノ
の
流
れ
を
創
り
出
す
物
流
業
界
の
重
要
性

に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。そ
し
て
総
合
事
務
職
と
し
て

様
々
な
部
署
を
経
験
し
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ
て
仕
事
を

し
て
い
く
大
切
さ
に
惹
か
れ
ま
し
た
。試
験
は
大
変
で
し
た

が
、西
濃
運
輸
㈱
よ
り
内
々
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。就
職
活
動
は
、早
め
に
始
め
る
こ
と
で
経
験
が
積
ま
れ
、希

望
す
る
企
業
へ
の
対
応
力
が
つ
い
て
い
き
ま
す
。３
年
次
の
方

に
は
、就
職
特
別
講
座
の
活
用
と
、早
い
ス
タ
ー
ト
、広
い
視
野

で
就
職
活
動
す
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
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　1976年新潟生まれ。小さいころから身体を使った遊びが大好きで、小学校低学年のころは「キャ
プテン翼」にあこがれ毎日サッカーボールを蹴っていました。しかし持病の喘息が悪化したため、小学
4年生時にサッカーを断念し、代わりに喘息に良いとされる水泳を始めました。また、雪深い地域で
育ったため、冬期はクロスカントリースキーを小学4年生から高校3年生まで行っていました。
　中学校から高校への進路選択において、一時はスキーをやめ、父親、兄と同じ機械設計の道へ進
むため地元の高等専門学校への進学を考えましたが、最後のシーズンとなるはずだった中学3年の
シーズンイン直前に体育の授業で足首を骨折し、スキーが不完全燃焼となってしまいました。そのた
め高校進学先を変更して、スキーを続けることに。高校でスキーを続ける中で、どのようなトレーニン
グをすると効果的に体力を高められるかを考えるようになり、将来トレーニングの研究者になること
を決意。
　1年間の浪人生活を経て（高校3年生の冬までスキーをしていたため、センター試験を受けられま
せんでした）、筑波大学体育専門学群に入学。スキーの夏場のトレーニングとして行っていた、水泳や
自転車、ランニングを組み合わせたトライアスロンを競技として取り組む。トレーニングについて自
分で勉強したことを、自分の体で試すといった
ことを繰り返していました。その後、同大学大
学院体育科学研究科（一貫性博士課程）に進
学しましたが、研究よりも実践を重視した結
果、学位をとれずに単位取得後退学。
　2004年から8年間、岐阜県スポーツ科学ト
レーニングセンターフィジカルトレーニング専
門員として、バレーボール、バスケットボール、
野球など様々な種目において、競技力向上の
ためのトレーニングの指導を行ってきました。
　2012年4月本学着任。運動生理学、トレー
ニング演習（フィジカル）、水泳などを担当。

 篠田 知之講師

しの　だ　　  とも　ゆき

体力測定を活用した効果的なトレーニング

　
私
の
研
究
分
野
は
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
中
の

体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
分
野
と
い
う
も
の
で
、運

動
時
の
体
の
働
き
に
つ
い
て
研
究
す
る
運
動

生
理
学
や
身
体
の
動
作
を
数
量
的
に
分
析
す

る
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
な
ど
を
親
学
問
と
し
、

体
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
効
果
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
考
え
る
分
野
で
す
。実
践
を
重

視
す
る
分
野
で
あ
り
、「
ス
ポ
ー
ツ
現
場
を
よ

く
知
っ
た
科
学
者
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
よ
く

知
っ
た
現
場
の
指
導
者
に
な
り
な
さ
い
」と
指

導
教
官
に
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
欄
に
も
書
い
た
よ
う
に
、大

学
院
時
代
に
も
研
究
室
に
い
る
こ
と
が
少
な

く
、ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ば
か

り
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
で
大
学
院
時
代
を
過
ご

し
た
た
め
、私
自
身
も
、現
場
に
役
立
つ
研
究

を
モ
ッ
ト
ー
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
研
究
を
振
り
返
る

と
、「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
の
体
力
特
性
の

研
究
」、持
久
力
の
指
標
で
あ
る「
最
大
酸
素

摂
取
量
の
研
究
」、「
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
」な
ど
様
々
で

す
。指
導
教
官
は
自
分
の
研
究
室
の
特
徴
を

「
八
百
屋
」と
表
現
し
て
い
ま
し
た
が
、私
も

ま
さ
に
八
百
屋
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
テ
ー

マ
を
扱
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
は
そ
の
時
々

の
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
研
究
を
行
っ
て

き
た
結
果
で
あ
り
、「
お
前
の
専
門
は
何
だ
？
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
こ

れ
で
自
分
ら
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
研
究
テ
ー
マ
と
言
え
る
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、最
近
は
特
に
、ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に
い

か
に
体
力
測
定
を
普
及
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
考
え
て
い
ま
す
。人
は
体
調
を
崩
し
て
病
院

へ
行
っ
た
時
に
は
、血
液
検
査
や
レ
ン
ト
ゲ
ン

を
行
い
、ど
の
部
分
が
悪
い
の
か
原
因
を
突
き

止
め
て
か
ら
、治
療
を
行
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ

で
も
闇
雲
に
練
習
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
時

代
は
終
わ
り
ま
し
た
。体
力
測
定
に
よ
っ
て
、

自
分
や
チ
ー
ム
の
長
所
と
短
所
を
確
認
し
、

競
技
力
向
上
の
方
策
を
考
え
る
こ
と
が
、こ
れ

か
ら
の
時
代
で
は
重
要
で
す
。近
年
で
は
、よ

う
や
く
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
中
で
、体
力

測
定
の
結
果
を
も
と
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
考

え
る
こ
と
が
常
識
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、大

学
、高
校
レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
普
及
し
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。取
り
入
れ
な
い
理
由
を
指
導

者
に
聞
く
と
、「
測
定
を
す
る
設
備
が
な
い
」、

「
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
」な
ど
を
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、ア
イ
デ
ア
次
第
で
高
価
な
道
具
を
使

わ
な
く
て
も
、短
時
間
で
可
能
な
測
定
も
あ
り

ま
す
。そ
う
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
現
場
に
広
め

つ
つ
、体
力
測
定
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
な
げ

る
有
効
な
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

経営学部

近 著 紹 介

　安倍政権の経済政策はアベノミク
スと呼ばれ、その効果をめぐって大き
な注目を集めています。本書は，その
ようなアベノミクスを批判的に分析・
考察し，日本と地域社会が、その歴史
やアイデンティティを踏まえて再生・
発展する途とは如何なるものである
かを問い、提案するブックレットです。
第１部は「アベノミクスの時代認識を
問う」、第２部は「脱成長で地域の再
生」となっており、高橋教授は第１部
の第２論文を執筆しています。

高橋 勉教授
共同執筆
農文協
2013 年５月

アベノミクスと日本の論点
成長戦略から成熟戦略へ

　本書は、日本流通学会設立25周年
記念出版プロジェクト（全5巻）の第2
巻です。流通活動の動態に対応して
変化する消費生活をより現代的な視
点から総合的に分析しうる理論的な
枠組みを示すと同時に、多様な消費
生活の現実的なテーマにアプローチ
することを目的として執筆されてい
ます。したがって、これまでの流通研
究やマーケティング研究ではほとん
ど取り扱われることがなかった領域
にも分析の射程を広げています。

中西 大輔講師
分担執筆
白桃書房
2013 年５月

流通動態と
消費者の時代２

　
４
年
次
生
は
、３
年
次
の

秋
よ
り
就
職
準
備
を
始
め
、

12
〜
２
月
の
就
職
説
明
会

に
参
加
し
て
業
界
・
企
業
研

究
を
深
め
、３
月
か
ら
就
職

試
験
が
始
ま
っ
て
４
月
以

降
に
内
々
定
が
出
始
め
ま

し
た
。7
月
末
日
現
在
の

内
々
定
率
は
、昨
年
度
よ
り

５
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。就
職
を
取
り
巻
く

環
境
は
、景
気
対
策
に
よ
り

大
手
企
業
を
中
心
に
採
用

意
欲
は
緩
や
か
に
回
復
基

調
に
あ
り
ま
す
が
、ま
だ
ま

だ
不
透
明
な
状
況
で
す
。企

業
の
採
用
基
準
は
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高

い
人
材
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
を
求
め
る
等
質
重
視

が
一
層
強
ま
り
依
然
厳
し

い
状
況
が
続
き
ま
す
。第
１

志
望
の
業
界
に
固
執
せ
ず
、

大
手
企
業
の
関
連
中
堅
企

業
や
中
小
企
業
へ
も
視
野

を
広
げ
る
な
ど
、柔
軟
か
つ

現
実
的
な
就
職
活
動
を
し

て
く
だ
さ
い
。企
業
の
採
用

活
動
は
長
期
化
し
て
い
ま

す
。「
最
後
ま
で
諦
め
な
い
」

「
行
動
す
る
」こ
の
２
点
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。就

職
、進
路
に
つ
い
て
悩
み
を

抱
え
て
い
る
学
生
は
、キ
ャ

リ
ア
支
援
課
へ
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

　
３
年
次
生
は
、８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
生
と
し
て
企
業
・
自
治
体
の
就
業
体
験
を
し
ま

す
。今
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、左
記
の
企
業
・
自

治
体
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

学
生
の

就
職
活
動

状
況
報
告

と
ぴ
あ
浜
松
農
業
協
同
組
合

上
田 

杏
美
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
４
年 

竹
内
ゼ
ミ 

浜
松
湖
東
高
校
出
身
）

上
田 

杏
美
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
４
年 

竹
内
ゼ
ミ 

浜
松
湖
東
高
校
出
身
）

２
０
１
３
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
先
一
覧

岐
阜
県
庁

大
垣
市
役
所

大
垣
公
共
職
業
安
定
所

関
公
共
職
業
安
定
所

Ｓ
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日
興
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券
㈱

㈱
大
垣
共
立
銀
行

大
垣
信
用
金
庫

㈱
大
光

㈲
川
崎
商
店

㈱
岐
阜
冠
婚
葬
祭
互
助
会

共
立
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
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ス
㈱

㈱
近
鉄
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
岐
阜
都
ホ
テ
ル

㈱
コ
パ
ン

㈲
ザ
ス
ポ
・
ヨ
シ
オ
カ

㈱
十
六
銀
行

東
新
土
地
㈱

㈱
中
村
不
動
産

西
美
濃
農
業
協
同
組
合

㈱
日
本
旅
行
　
　

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
福
井
㈱

ヒ
ロ
タ
㈱

ピ
ー
ア
イ
シ
ス
テ
ム
㈱

矢
橋
工
業
㈱

矢
橋
林
業
㈱

ラ
ブ
リ
ー
ク
イ
ー
ン
㈱

● ２０１３年度（２０１４年３月卒業予定者）主な内々定先一覧

情報通信業 ㈱インフォファーム

運 輸 郵 便 ㈱上組 ・ 西濃運輸㈱ ・ 日本郵便㈱ ・ 濃飛西濃運輸㈱ ・ 福山運輸㈱

製　　　造 揖斐川工業㈱ ・ エム・ティ・ケー㈱ ・ 大塚産業グループ ・ コマニー㈱

卸　   　売 高瀬物産㈱ ・ ダンロップタイヤ中部㈱ ・ 東邦ガスリビング㈱ ・ 中北薬品㈱

小　   　売 生活協同組合コープぎふ ・ ㈱ドン・キホーテ ・ ㈱バロー ・ ㈱ユニクロ

金　   　融 ㈱大垣共立銀行 ・ ㈱沖縄銀行 ・ 関信用金庫 ・ 高山信用金庫
東海東京証券㈱ ・ とぴあ浜松農業協同組合 ・ 三重中央農業協同組合

建　　　設 セキスイハイム中部㈱ ・ 長谷川体育施設㈱ ・ 三菱電機プラントエンジニアリング㈱

公 務 員 岐阜県警察官

〈五十音順〉

（2013年8月19日現在）

サ ー ビ ス ㈱エイチ・アイ・エス ・ ㈱コパン ・ 太陽建機レンタル㈱

西
濃
運
輸
株
式
会
社

西
尾 

亮
太
さ
ん
（
経
済
学
科
４
年 

今
井
ゼ
ミ 

豊
丘
高
校
出
身
）

西
尾 

亮
太
さ
ん
（
経
済
学
科
４
年 

今
井
ゼ
ミ 

豊
丘
高
校
出
身
）

内
々
定
学
生
の
報
告

　
私
は
12
月
1
日
の
就
活
解
禁
日
に
開
か
れ
た
就
活
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
つ
、就
職
特
別
講
座
（
今
枝
塾
）に
参
加
し
、就
活
の

ス
イ
ッ
チ
が
入
り
ま
し
た
。就
活
の
い
ろ
は
を
教
え
て
く
だ
さ

り
、不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
就
活
に
対
し
て
、力
強
い
一
歩
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
今
枝
塾
の
メ
ン
バ
ー
は
お
互
い
励
ま
し
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
て
、み
ん
な
が
い
る
と
い
う
安
心
感
に
繋
が
っ
て

い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
私
は
業
界
を
絞
っ
て
お
ら
ず
、地
元
に
就
職
で
き
、な
お
か
つ

女
性
が
働
く
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
企
業
を
中
心
に
エ
ン
ト

リ
ー
を
し
て
、気
に
な
っ
た
企
業
の
説
明
会
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。最
初
の
合
同
説
明
会
で
は
独
特
の
緊
張
感
と
他
の
就
活
生
の

真
剣
な
眼
差
し
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。あ
と
は

地
元
企
業
と
い
う
こ
と
で
、F
a
c
e
b
o
o
k
な
ど
を
利
用
し

て
O
G
を
探
し
、積
極
的
に
O
G
訪
問
や
支
店
訪
問
を
行
い
ま
し

た
。と
に
か
く
企
業
側
に
名
前
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
、そ
れ
だ

け
で
面
接
の
時
な
ど
か

な
り
印
象
が
変
わ
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。そ

の
成
果
で
第
一
志
望
の
最
終
面
接
で
は
「
今
ま
で
何
回
も
あ
り

が
と
う
」と
そ
の
場
で
内
々
定
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
幸
い
２
社
か
ら
内
々
定
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ど
ち
ら

に
行
く
か
と
て
も
悩
み
ま
し
た
が
、最
終
的
に
は
、「
地
元
に
貢
献

し
た
い
」と
い
う
就
活
を
始
め
た
当
初
の
希
望
に
よ
り
、J
A
と

ぴ
あ
浜
松
に
決
め
ま
し
た
。就
活
中
は
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、友
人
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
方
た
ち
に
思
い
っ
き

り
頼
っ
て
、支
え
て
も
ら
っ
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。就
活
に
「
早
す
ぎ
た
」と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。行

動
す
る
な
ら
早
い
ほ
う
が
周
り
に
差
を
つ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。私
に
と
っ
て
就
活
は
、本
当
に
自
分
の
大
き
な
成
長
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、就
職
活
動
を
す
る
う
え
で
何
を
し
て
い
い
の
か
も
解

ら
ず
、と
り
あ
え
ず
説
明
会
に
参
加
す
る
だ
け
で
し
た
。そ
こ

で
、岐
阜
経
済
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
就
職
特
別
講
座
（
今
枝

塾
）に
参
加
し
ま
し
た
。就
職
特
別
講
座
は
、就
職
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
４
年
次
の
内
定
者
で
あ
る
チ
ュ
ー
タ
ー
４
名
に
よ
る
合

宿
を
含
む
講
座
で
す
。こ
の
講
座
で
は
、面
接
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
集
中
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。な
に
よ
り
就
職
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、情
報
が
交
換
で
き
た
り
就

職
活
動
の
不
安
が
自
信
に
変
わ
り
、励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
漠
然
と
12
月
か
ら
始
ま
る
合
同
説
明
会
、２
月
か
ら

は
個
別
説
明
会
に
参
加
し
、企
業
の
説
明
を
受
け
て
い
く
中
で

業
種
を
絞
っ
て
い
き
ま
し
た
。全
く
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
企

業
で
も
、企
業
の
中
に
多
く
職
種
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、視
野

を
広
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。採
用
試
験
に
お
い

て
も
多
く
の
企
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。多
く
の
企
業
を

受
験
し
た
こ
と
で
、次

第
に
面
接
の
対
応
も

落
ち
着
い
た
も
の
に

な
り
、筆
記
試
験
に
お
い
て
も
、一
度
出
た
問
題
に
当
た
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、私
は
西
濃
運
輸
㈱
を
第
一
志
望
に
考
え
試
験
を

受
け
ま
し
た
。企
業
の
明
る
さ
や
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る

点
、効
率
的
な
モ
ノ
の
流
れ
を
創
り
出
す
物
流
業
界
の
重
要
性

に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。そ
し
て
総
合
事
務
職
と
し
て

様
々
な
部
署
を
経
験
し
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ
て
仕
事
を

し
て
い
く
大
切
さ
に
惹
か
れ
ま
し
た
。試
験
は
大
変
で
し
た

が
、西
濃
運
輸
㈱
よ
り
内
々
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。就
職
活
動
は
、早
め
に
始
め
る
こ
と
で
経
験
が
積
ま
れ
、希

望
す
る
企
業
へ
の
対
応
力
が
つ
い
て
い
き
ま
す
。３
年
次
の
方

に
は
、就
職
特
別
講
座
の
活
用
と
、早
い
ス
タ
ー
ト
、広
い
視
野

で
就
職
活
動
す
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
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学生主催 国際異文化交流会を開催学生主催 国際異文化交流会を開催

東京都及び東京2020オリンピック・
パラリンピック招致委員会と協定を締結
東京都及び東京2020オリンピック・
パラリンピック招致委員会と協定を締結

　大学との連携は、2020年東京オリンピック・パラリンピック招致活動を実現
させるにあたり、大学、東京都及び東京2020オリンピック・パラリンピック招
致委員会がそれぞれの資源を活用し、相互に連携・協力体制を構築することを
目的としています。
　今回は、82大学がこの協定を締結しました。本学も9月7日（土）のオリンピッ
ク・パラリンピック開催都市決定までの間、招致活動に全面的に協力します。

地域のための大学として生涯学習の機会を提供 かがやきカレッジを開催地域のための大学として生涯学習の機会を提供 かがやきカレッジを開催

　６月４日（火）から大垣市・本学共催により、社会人を対
象に生涯学習の機会を提供する「かがやきカレッジ2013」
前期講座が岐阜経済大学で始まり、地域住民の方約80名
の参加がありました。かがやきカレッジ（前期）では、本学
教員３名が担当する６回の講座と、共立総合研究所が担当
する２回の講座を実施しました。
　前期講座の全体テーマは「生活と経済」で、私たちが現
代社会で生きていくにあたっては、健康を維持すること、そ
して身の回りの経済について知ることは必須といえます。こ
の2点を本講座を通して、楽しく、そして分かりやすく読み
解いていき、客観的な視点と確かな知識を拠りどころに、よ
り良い地域社会のあり方を受講者の方々と考えていきたい
と思い企画しました。
　第一回の「never too late 体を鍛えるのに年齢制限はな
い！」と題して、加齢による体力や筋力の低下を「貯筋
（ちょきん）」により少しでも遅らせることを、実際のトレー
ニングを交えて説明する講義を始め、「わが国の株価はい
かにして形成されてきたか」、「大正バブル経済の時代-第
一次世界大戦と日本-」などを本学教員が解説しました。ま
た、共立総合研究所の研究員の方には「日本経済の現状と

これから」、「モノづくりの地で考える観光ビジネス」など多
岐にわたる分野においての講義を実施していただきました。
　第１回の講義を受講された方からは、「理論的でとても
よく分かった。年だからと思っていたが、年齢制限はない
という事を学び、希望がもてたのと頑張ろうという気がお
きた。」と感想をいただきました。
　かがやきカレッジは後期も開講されます。詳しくは16
ページをご覧ください。

社会人のための大学院体験授業を開催社会人のための大学院体験授業を開催

五月祭で仲間づくり五月祭で仲間づくり

　5月28日（火）と29日（水）の2日間、学生同士の親睦
を目的として、五月祭（学生のスポーツ大会）が体育館で
開催され、40チーム（約340名）の学生が参加しました。
　学生たちはチームごとに、大会種目である「ドッチ
ビー」で競い合い、優勝を目指して汗を流しました。大会
では、衣装を合わせるチームやメガホンで応援するチー
ムなどがあり、団結力が感じられました。
　1日目には予選が、2日目には決勝が行われました。優
勝決定戦は、沖縄県人会で結成された「チリチリ探検隊」
と福地ゼミの「福地ゼミⅡA」で行われ、なかなか勝者が
決まらず、延長戦に突入するなど大いに盛り上がりまし
た。そして、その接戦を制したのは「チリチリ探検隊」のみ
なさんでした。
　表彰式終了後は、食堂北テラスでバーベキュー大会を
行い、参加者それぞれがお互いの健闘を讃えあい、チー
ム内だけでなく、チームを超えて親睦を深めていました。

不破高生  大学の講義を体験不破高生  大学の講義を体験

　6月25日（火）、岐阜県立不破高等学校・岐阜経済大学
高大連携事業「学び塾」を開催しました。
　同高校と本学は、4月23日（火）に地域社会を支える人
材育成をめざし、高大連携教育協定を締結しました。今
回が第1回目の連携事業で、高校生の皆さんに大学の講
義を体験してもらい、専門的な知見に触れ、大学進学の
意義を考える機会を提供するとともに、本学において
キャンパスの雰囲気を感じながら、大学の学びに触れて
もらいました。
　参加したのは不破高校の2年生96名で、大学の講義
を聴いて「難しかったけれど、楽しかった」、「進路選択の
参考になりました」という感想をいただきました。第2回
目は9月24日（火）に行われる予定です。

　本学大学院では、2001年4月の開設以来、企業経営の中核
を担いうる多くの人材を輩出してきました。そして、地域の方に
も本大学院の授業を知っていただくための機会として、「社会人
のための大学院体験授業」を毎年開催しています。受講生の方
は、企業経営コース、都市・地域政策コース、会計・税務コース、経
営情報コースの4コースから、研究・学習目的に合わせたカリ
キュラムを選択し、実際の授業を体験します。
　今年度も7月8日（月）から、前期「社会人のための大学院体
験授業」を開始。初日は企業経営コースの「経営学特論」の講義
が行われ、体験者の方を含め9名が受講しました。講義では、シ
ステムのあり方についてのアーキテクチャ（基本設計構想）とビ
ジネスモデルの関係、組織能力とアーキテクチャなどの関係に
ついて考察しました。
　体験者の一人である早崎さんからは、「少数の大学院生で直
接顔も見え膝を交えての和気あいあいの中にも真剣な授業、
今回は岩坂先生からテーマを与えられ院生が研究しまとめ、そ

れをそれぞれが発表し、先生より講評をいただくという授業でし
た。テーマ（アーキテクチャ）も身近なもので、時代の変遷、要求
をとらえたものであり、新しい発想を学ぶことができました。ま
た、院生の中には中国人の留学生もいて、発表のなかで中国と
日本での文化や考え方の違いを知ることができました。短時間
ではありましたが、大変有意義で貴重な体験学習でした。」と感
想をいただきました。

▲高校生に名刺作成ソフトの説明をする井戸伸彦准教授

▲大学院の講義の様子

▲第一回目の講義を担当する篠田知之講師

▲自己紹介用のホワイトボードを作成中

▲五月祭のあとは恒例のバーベキュー大会

▲ドッチビーの様子

　7月10日（水）、スチュ－デントプラザにおいて学生主催に
よる国際異文化交流会が開催されました。この交流会は今年
度のユニークプラン（本学独自の研究調査助成制度）に採択
された学生たちによる企画で、普段関わりの少ない留学生と
交流する機会をつくり、外国の友人を増やすことを目的とし
ています。
　参加した学生たちは自己紹介をしたり、自分の好きな漢字
を色紙に書いて、お互いにプレゼントしあったりしていまし
た。学生たちは終始笑顔が溢れ、新しい友人との会話を楽し
んでいました。
　そして、お互いを知ったあとには、本学体育館に移動し、
ドッチビーで留学生とふれあいました。この企画は、ボラン
ティア・ラーニングセンターに所属する学生が企画したもの
で、参加した学生たちは汗を流しながら、白熱した試合を展開
していました。短い時間での交流でしたが、学生同士の新し
い絆が芽生えたことと思います。参加した留学生は、「新しい

友人ができて嬉しかった。ドッチビーも楽しかったです。」と
感想を語ってくれました。
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学生主催 国際異文化交流会を開催学生主催 国際異文化交流会を開催

東京都及び東京2020オリンピック・
パラリンピック招致委員会と協定を締結
東京都及び東京2020オリンピック・
パラリンピック招致委員会と協定を締結

　大学との連携は、2020年東京オリンピック・パラリンピック招致活動を実現
させるにあたり、大学、東京都及び東京2020オリンピック・パラリンピック招
致委員会がそれぞれの資源を活用し、相互に連携・協力体制を構築することを
目的としています。
　今回は、82大学がこの協定を締結しました。本学も9月7日（土）のオリンピッ
ク・パラリンピック開催都市決定までの間、招致活動に全面的に協力します。

地域のための大学として生涯学習の機会を提供 かがやきカレッジを開催地域のための大学として生涯学習の機会を提供 かがやきカレッジを開催

　６月４日（火）から大垣市・本学共催により、社会人を対
象に生涯学習の機会を提供する「かがやきカレッジ2013」
前期講座が岐阜経済大学で始まり、地域住民の方約80名
の参加がありました。かがやきカレッジ（前期）では、本学
教員３名が担当する６回の講座と、共立総合研究所が担当
する２回の講座を実施しました。
　前期講座の全体テーマは「生活と経済」で、私たちが現
代社会で生きていくにあたっては、健康を維持すること、そ
して身の回りの経済について知ることは必須といえます。こ
の2点を本講座を通して、楽しく、そして分かりやすく読み
解いていき、客観的な視点と確かな知識を拠りどころに、よ
り良い地域社会のあり方を受講者の方々と考えていきたい
と思い企画しました。
　第一回の「never too late 体を鍛えるのに年齢制限はな
い！」と題して、加齢による体力や筋力の低下を「貯筋
（ちょきん）」により少しでも遅らせることを、実際のトレー
ニングを交えて説明する講義を始め、「わが国の株価はい
かにして形成されてきたか」、「大正バブル経済の時代-第
一次世界大戦と日本-」などを本学教員が解説しました。ま
た、共立総合研究所の研究員の方には「日本経済の現状と

これから」、「モノづくりの地で考える観光ビジネス」など多
岐にわたる分野においての講義を実施していただきました。
　第１回の講義を受講された方からは、「理論的でとても
よく分かった。年だからと思っていたが、年齢制限はない
という事を学び、希望がもてたのと頑張ろうという気がお
きた。」と感想をいただきました。
　かがやきカレッジは後期も開講されます。詳しくは16
ページをご覧ください。

社会人のための大学院体験授業を開催社会人のための大学院体験授業を開催

五月祭で仲間づくり五月祭で仲間づくり

　5月28日（火）と29日（水）の2日間、学生同士の親睦
を目的として、五月祭（学生のスポーツ大会）が体育館で
開催され、40チーム（約340名）の学生が参加しました。
　学生たちはチームごとに、大会種目である「ドッチ
ビー」で競い合い、優勝を目指して汗を流しました。大会
では、衣装を合わせるチームやメガホンで応援するチー
ムなどがあり、団結力が感じられました。
　1日目には予選が、2日目には決勝が行われました。優
勝決定戦は、沖縄県人会で結成された「チリチリ探検隊」
と福地ゼミの「福地ゼミⅡA」で行われ、なかなか勝者が
決まらず、延長戦に突入するなど大いに盛り上がりまし
た。そして、その接戦を制したのは「チリチリ探検隊」のみ
なさんでした。
　表彰式終了後は、食堂北テラスでバーベキュー大会を
行い、参加者それぞれがお互いの健闘を讃えあい、チー
ム内だけでなく、チームを超えて親睦を深めていました。

不破高生  大学の講義を体験不破高生  大学の講義を体験

　6月25日（火）、岐阜県立不破高等学校・岐阜経済大学
高大連携事業「学び塾」を開催しました。
　同高校と本学は、4月23日（火）に地域社会を支える人
材育成をめざし、高大連携教育協定を締結しました。今
回が第1回目の連携事業で、高校生の皆さんに大学の講
義を体験してもらい、専門的な知見に触れ、大学進学の
意義を考える機会を提供するとともに、本学において
キャンパスの雰囲気を感じながら、大学の学びに触れて
もらいました。
　参加したのは不破高校の2年生96名で、大学の講義
を聴いて「難しかったけれど、楽しかった」、「進路選択の
参考になりました」という感想をいただきました。第2回
目は9月24日（火）に行われる予定です。

　本学大学院では、2001年4月の開設以来、企業経営の中核
を担いうる多くの人材を輩出してきました。そして、地域の方に
も本大学院の授業を知っていただくための機会として、「社会人
のための大学院体験授業」を毎年開催しています。受講生の方
は、企業経営コース、都市・地域政策コース、会計・税務コース、経
営情報コースの4コースから、研究・学習目的に合わせたカリ
キュラムを選択し、実際の授業を体験します。
　今年度も7月8日（月）から、前期「社会人のための大学院体
験授業」を開始。初日は企業経営コースの「経営学特論」の講義
が行われ、体験者の方を含め9名が受講しました。講義では、シ
ステムのあり方についてのアーキテクチャ（基本設計構想）とビ
ジネスモデルの関係、組織能力とアーキテクチャなどの関係に
ついて考察しました。
　体験者の一人である早崎さんからは、「少数の大学院生で直
接顔も見え膝を交えての和気あいあいの中にも真剣な授業、
今回は岩坂先生からテーマを与えられ院生が研究しまとめ、そ

れをそれぞれが発表し、先生より講評をいただくという授業でし
た。テーマ（アーキテクチャ）も身近なもので、時代の変遷、要求
をとらえたものであり、新しい発想を学ぶことができました。ま
た、院生の中には中国人の留学生もいて、発表のなかで中国と
日本での文化や考え方の違いを知ることができました。短時間
ではありましたが、大変有意義で貴重な体験学習でした。」と感
想をいただきました。

▲高校生に名刺作成ソフトの説明をする井戸伸彦准教授

▲大学院の講義の様子

▲第一回目の講義を担当する篠田知之講師

▲自己紹介用のホワイトボードを作成中

▲五月祭のあとは恒例のバーベキュー大会

▲ドッチビーの様子

　7月10日（水）、スチュ－デントプラザにおいて学生主催に
よる国際異文化交流会が開催されました。この交流会は今年
度のユニークプラン（本学独自の研究調査助成制度）に採択
された学生たちによる企画で、普段関わりの少ない留学生と
交流する機会をつくり、外国の友人を増やすことを目的とし
ています。
　参加した学生たちは自己紹介をしたり、自分の好きな漢字
を色紙に書いて、お互いにプレゼントしあったりしていまし
た。学生たちは終始笑顔が溢れ、新しい友人との会話を楽し
んでいました。
　そして、お互いを知ったあとには、本学体育館に移動し、
ドッチビーで留学生とふれあいました。この企画は、ボラン
ティア・ラーニングセンターに所属する学生が企画したもの
で、参加した学生たちは汗を流しながら、白熱した試合を展開
していました。短い時間での交流でしたが、学生同士の新し
い絆が芽生えたことと思います。参加した留学生は、「新しい

友人ができて嬉しかった。ドッチビーも楽しかったです。」と
感想を語ってくれました。
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1,213,107
21,214
12,173
260,893
148,453
501,105
44,599
65,813
225,849
1,104,534
 297,987
3,299,756
2,168,753
5,468,510

△

●事業の概要

　本学は、地域に有為の人材を養成するという建学の精神を基本とした、中
長期指針「岐阜経済大学50周年ビジョンに基づき、戦略的課題実現のための
「アクション・プラン2009-2012」を策定し実行してきました。平成24年（2012
年）度は、その目標達成の最終年度として精力的に事業を実施しました。主な
事業の概要は以下の通りです。

(１)学生教育
　学生教育は、丁寧な教育を行うことを目的に①初年次教育の充実、②ゼ
ミ教育の充実、③基礎学力の向上、④地域実践型教育の推進－正課及び
正課を補完する教育－、⑤地域実践教育の推進－課外における発展的な
教育－、⑥教員採用試験、公務員試験、社会福祉士国家試験対策の充実、
⑦キャリア教育の充実、⑧国際化教育の取り組み、⑨学士課程教育の質保
証、⑩FD活動の活性化に取り組みました。特に基礎学力の向上を図るた
めのリメディアル教育として、PAC講座を開設しました。このPAC講座は、
「発展職業プログラム」（Program for Advanced Career）という本学独自
のもので、リメディアル教育にとどまらず、教員試験対策357時間、公務員
試験対策559.5時間の講座でカリキュラム編成をしています。

(２)学生支援
　学生支援は、学生生活のより一層の充実を目的に①学生支援体制の
強化、②就職支援体制の充実、③快適・健康的なキャンパスづくりに取り
組みました。特にキャリア教育の支援として、ハローワーク大垣と連携した
キャリア事業を行いました。具体的には、「保護者向け就職講話」、「ゼミ単位
での就職講話」、「学生ジョブカードの作成指導」、「キャリアコンサルティン
グ」の展開です。この取り組みによって、学生たちは早期からキャリア意識

を高め、就職活動への積極的な行動へと繋がっています。

(３)教員研究
　教員研究は、①個人研究・共同研究の推進、②外部資金の活用に取り組
みました。その成果として、10冊以上の共著刊行、40本以上の論文発表、３
件の共同研究事業の実施、『岐阜経済大学論集』の刊行、２件の科学研究
費補助金及び、９件の受託研究を獲得しました。特に、受託研究における
環境省「環境研究総合推進費」は公的研究費に位置づけられるもので、公
募により採択という成果をだしています。

(４)地域連携
　地域連携は、「地域との共生」という本学の教育理念から①ボランティア
活動の推進、②産業界・企業・行政等との連携推進、③生涯学習への対応、
④地域連携の推進、⑤図書館の市民開放、⑥高大連携及び大学間連携に
取り組みました。特に東日本大震災への支援の継続活動として複数の学
生団体が参加しました。さらに、昨年秋に行われた「ぎふ清流国体」及び
「ぎふ清流大会」への役員及びボランティア等へ多くの学生や教職員が参
加しました。

(５)主な施設・設備
①陸上競技場第４種公認の継続認定（写真判定装置機器整備）
②４号館教室及び図書館空調設備の改修（省エネルギー・集中管理機能
　設備）
③「スポーツ映像」、「スポーツ動作分析」講義科目の情報機器及びソフト
　ウェアの整備

(２)消費収支計算書
　「消費収支計算書」は資金の移動を伴わないもの(現金の出入りの他に
消費していくもの)として、減価償却額や退職給与引当金繰入額などを計
上し、当該会計年度の消費収入及び消費支出の均衡状態を表したもの
で、学校法人の経営状況を示し、企業会計の「損益計算書」に当たるもの
です。学校法人は、安定的かつ永続性保持のために収支均衡を図る観点
から企業会計とは異なる処理をしています。消費収支計算書において、基
本金組入額（資産）を消費収入から控除した額を消費支出に充て、収支バ
ランスをみるという点が学校法人会計の特徴です。消費収支計算書は、収
支科目の多くが資金収支計算書の収支科目と共通していますので、消費
収支固有の内容について主なものを説明します。

①収入の部 ………………………………………………………
　消費収入の部では「学生生徒等納付金」から「雑収入」までを帰属収入と
いいます。帰属収入は学校法人の負債(返済義務のない収入)とならない収
入のことです。従って資金収支計算書の収入から資金の動きだけを示す
「前受金収入」、「その他の収入」、「資金収入調整勘定」等は除かれます。

［寄付金］
　一般寄付金の他に団体、個人から寄贈された図書等331点、94万円を
現物寄付金として計上しました。

［資産売却差額］
　平成20年度に評価替えをした有価証券が早期償還したことによる額
面との差額及び有価証券の売却益2億6,819万円を計上しています。

［基本金組入額合計］
　教育研究の維持・充実に必要な資産(校地、校舎、機器備品、図書等)を
継続的に保持するために、帰属収入から組入れた(控除した)金額です。平
成24年度は、4号館及び図書館空調の更新、課外活動用機器や図書購入
額から処分額を控除した結果、645万円の組入れとなりました。

②支出の部 ………………………………………………………
　消費支出の部では、施設の建設費や機器備品・図書等の資本的支出に
充当する額(基本金組入額)を控除し計上します。従って資金収支計算書の

支出科目から「施設関係支出」、「設備関係支出」、「その他の支出」等を除
きますが、消費支出として「教育研究経費」及び「管理経費」には各々減価
償却額を加算しています。減価償却額は建物、機器備品などの固定資産の
当期償却額を計上しています。

［資産処分差額］
　固定資産(建物、機器備品、図書等)の除却処分差額97万円を計上し
ました。

資金収支計算書 平成24年4月1日～平成25年3月31日まで

収入の部
学生生徒等納付金収入 
手数料収入 
寄付金収入 
補助金収入 
資産運用収入 
資産売却収入 
事業収入 
雑収入 
前受金収入 
その他の収入 
資金収入調整勘定 
当年度収入の部小計 
前年度繰越支払資金 
収入の部合計

 26,087
 1,058
453
 601

42,098
76,105
 275

20,849
1,575

876,697
40,340

1,030,096
 230,092
800,003

△
△

△

△

△

科　　　　目 平成24年度 平成23年度 前年度比

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、
　合計など金額が一致しない場合があります。

1,213,107
21,214
13,115
260,893
148,453
268,193
44,599
65,868

2,035,446
 6,452

2,028,993
△

(３)貸借対照表
　「貸借対照表」は年度末3月31日における資産、負債及び基本金等の
状況を表したものです。
　資産の部の合計は、139億783万円となり、前年度末に比べて9,902万
円減(0.7％減)、負債の部の合計は、8億6,298万円となり、前年度末に比
べて2,580万円減(3,0％減)、基本金の部は、117億414万円となり、前年
度末に比べて645万円の増加となりました。この結果、資産の総額から
負債の総額を差し引いた「正味財産」は130億4,484万円となり、前年度
比7,322万円(0.6％減)の減少となりました。

消費収支計算書 平成24年4月1日～平成25年3月31日まで

消費収入の部
学生生徒等納付金
手数料
寄付金　　
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

 26,087
 1,058
1,447
 601

42,098
268,193

275
19,301
300,122
6,095

294,027

△
△
△
△

△

△

1,239,194
22,273
14,562
261,495
106,355

0
44,874
46,567

1,735,323
 357

1,734,965
△

科　　　　目 平成24年度 平成23年度 前年度比

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、
　合計など金額が一致しない場合があります。

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、
　合計など金額が一致しない場合があります。

消費支出の部

11,611,877
5,965,147
5,646,730
2,295,952
13,907,830

貸借対照表 平成25年3月31日 

資産の部
固定資産
　有形固定資産
　その他の固定資産
流動資産
資産の部合計

 155,979
 203,331
47,352
56,957
 99,022

△
△

△

11,767,857
6,168,478
5,599,378
2,238,995
14,006,852

科　　　　目 本年度末 前年度末 増　減

11,502,148
202,000

11,704,148

基本金の部
第１号基本金
第４号基本金
基本金の部合計

6,452
0

6,452

11,495,695
202,000

11,697,695

1,340,698
1,340,698

13,907,830

消費収支差額の部 
翌年度繰越消費収入超過額
消費収支差額の部合計
負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計 

 79,675
79,675

99,022

△
△

△

1,420,373
1,420,373

14,006,852

588,165
274,817
862,983

負債の部
固定負債
流動負債
負債の部合計

22,824
2,975
25,800

△
△
△

610,989
277,793
888,7831,090,506

632,759
167,835
13,650
22,514

1,300,264
53,652
 34,463

3,246,719
2,221,790
5,468,510

△

1,239,194
22,273
11,720
261,495
106,355
425,000
44,874
44,964
224,274
227,837
 338,328
2,269,660
2,398,846
4,668,506

△

1,082,221
647,004
192,152
52,117
48,338
423,102
94,386
 39,569

2,499,753
2,168,753
4,668,506

△

支出の部
人件費支出 
教育研究経費支出 
管理経費支出 
施設関係支出 
設備関係支出 
資産運用支出 
その他の支出 
資金支出調整勘定 
当年度支出の部小計 
次年度繰越支払資金 
支出の部合計

8,284
 14,244
 24,317
 38,467
 25,823
877,161
 40,734
5,106

746,966
53,037
800,003

△
△
△
△

△

 （単位 千円）

 （単位 千円）

 （単位 千円）

●財務の概要

　資金収支計算書では、次年度への繰越支払資金は22億2,179万円となり、
前年度より5,303万円増加しました。
　消費収支計算書では、帰属収入合計額から基本金組入額と消費支出合計
額を差し引いた単年度の消費収支差額は7,967万円の支出超過となり、累積
では翌年度への繰越消費収入超過額は13億4,069万円となりました。

(１)資金収支計算書
　「資金収支計算書」は、当該会計年度(4月1日～翌年3月31日)の諸活動に
対応するすべての資金(現金の出入り)の動きを表したものです。資金収支
の内容について、主な科目を説明します。

①収入の部 ………………………………………………

〔学生生徒等納付金収入〕
　授業料、入学金、実習料、施設設備資金等の収入です。授業料納付学生数
は1,301名で、納付金収入は前年度比2,608万円の減少となりました。

〔寄付金収入〕
　一般寄付金としてボート部寄付金547万円、民間団体からの留学生奨学
金70万円、親和会からのスクールバス運行費助成金600万円を受け入れま
した。

〔補助金収入〕
　国庫補助金、地方公共団体補助金の収入です。国庫補助金は2億6,028万
円、地方公共団体補助金は、岐阜県からの結核予防費補助金、大垣市から
の中心市街地協働型まちづくり事業の助成金合せて61万円を受け入れま
した。

〔資産運用収入〕
　定期預金等の受取利息収入1億3,932万円、本学施設設備の貸出利用料
収入912万円です。

人件費
教育研究経費
　　　（内減価償却額）
管理経費
　　　（内減価償却額）
資産処分差額
消費支出の部合計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費収入超過額

1,067,682
839,314
206,566
200,696
32,952
975

2,108,668
79,675

1,420,373
1,340,698

26,246
 11,648
2,714
 25,571
 1,310
 760

 11,733
 305,761
 385,436
 79,675

△

△
△
△
△
△
△
△

1,041,435
850,962
203,851
226,267
34,263
1,736

2,120,402
385,436
1,805,810
1,420,373

〔資産売却収入〕
　有価証券の早期償還等に伴う売却額5億110万円です。

〔事業収入〕
　環境省等からの委託事業9件の受託事業収入3,856万円、その他、公開講座
受講料等収入603万円です。

〔その他の収入〕
　退職給与引当特定資産2,000万円の取崩し、有価証券で運用している減価
償却引当特定資産10億円を早期償還等により繰り入れています。また、前年
度退職者の退職資金交付額及び前年度受託事業費の未収入金6,985万円が
主な内容です。

②支出の部 …………………………………………………………

〔人件費支出〕
　専任教職員等の給与及び退職者への退職金支出等です。退職者の補充を
行う一方、人件費の抑制を図りましたが、退職者の増加（前年度比4名増）によ
り、全体では828万円の増加となりました。なお、人件費支出には、受託事業等
の業務請負額1,840万円を計上しています。

〔教育研究経費支出〕
　陸上競技場再整備事業、学生への奨学事業(学費減免、私費留学生奨学金
等)、語学留学助成事業、課外活動助成事業(強化・準強化指定クラブ合宿費、
遠征費等)等が主な支出で6億3,275万円となりました。

〔管理経費支出〕
　広告費や高校訪問等の学生募集経費及び維持管理費が主な支出で1億6,783
万円となりました。

〔施設関係支出〕
　４号館4101教室及び図書館空調設備の更新を行い、1,365万円となりま
した。

〔設備関係支出〕
　教育研究用図書、陸上競技場写真判定機等備品購入が主な支出で2,251
万円となりました。

〔資産運用支出〕
　早期償還等を迎えた有価証券の運用替え等13億26万円です。

平成24年度決算報告
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1,213,107
21,214
12,173
260,893
148,453
501,105
44,599
65,813
225,849
1,104,534
 297,987
3,299,756
2,168,753
5,468,510

△

●事業の概要

　本学は、地域に有為の人材を養成するという建学の精神を基本とした、中
長期指針「岐阜経済大学50周年ビジョンに基づき、戦略的課題実現のための
「アクション・プラン2009-2012」を策定し実行してきました。平成24年（2012
年）度は、その目標達成の最終年度として精力的に事業を実施しました。主な
事業の概要は以下の通りです。

(１)学生教育
　学生教育は、丁寧な教育を行うことを目的に①初年次教育の充実、②ゼ
ミ教育の充実、③基礎学力の向上、④地域実践型教育の推進－正課及び
正課を補完する教育－、⑤地域実践教育の推進－課外における発展的な
教育－、⑥教員採用試験、公務員試験、社会福祉士国家試験対策の充実、
⑦キャリア教育の充実、⑧国際化教育の取り組み、⑨学士課程教育の質保
証、⑩FD活動の活性化に取り組みました。特に基礎学力の向上を図るた
めのリメディアル教育として、PAC講座を開設しました。このPAC講座は、
「発展職業プログラム」（Program for Advanced Career）という本学独自
のもので、リメディアル教育にとどまらず、教員試験対策357時間、公務員
試験対策559.5時間の講座でカリキュラム編成をしています。

(２)学生支援
　学生支援は、学生生活のより一層の充実を目的に①学生支援体制の
強化、②就職支援体制の充実、③快適・健康的なキャンパスづくりに取り
組みました。特にキャリア教育の支援として、ハローワーク大垣と連携した
キャリア事業を行いました。具体的には、「保護者向け就職講話」、「ゼミ単位
での就職講話」、「学生ジョブカードの作成指導」、「キャリアコンサルティン
グ」の展開です。この取り組みによって、学生たちは早期からキャリア意識

を高め、就職活動への積極的な行動へと繋がっています。

(３)教員研究
　教員研究は、①個人研究・共同研究の推進、②外部資金の活用に取り組
みました。その成果として、10冊以上の共著刊行、40本以上の論文発表、３
件の共同研究事業の実施、『岐阜経済大学論集』の刊行、２件の科学研究
費補助金及び、９件の受託研究を獲得しました。特に、受託研究における
環境省「環境研究総合推進費」は公的研究費に位置づけられるもので、公
募により採択という成果をだしています。

(４)地域連携
　地域連携は、「地域との共生」という本学の教育理念から①ボランティア
活動の推進、②産業界・企業・行政等との連携推進、③生涯学習への対応、
④地域連携の推進、⑤図書館の市民開放、⑥高大連携及び大学間連携に
取り組みました。特に東日本大震災への支援の継続活動として複数の学
生団体が参加しました。さらに、昨年秋に行われた「ぎふ清流国体」及び
「ぎふ清流大会」への役員及びボランティア等へ多くの学生や教職員が参
加しました。

(５)主な施設・設備
①陸上競技場第４種公認の継続認定（写真判定装置機器整備）
②４号館教室及び図書館空調設備の改修（省エネルギー・集中管理機能
　設備）
③「スポーツ映像」、「スポーツ動作分析」講義科目の情報機器及びソフト
　ウェアの整備

(２)消費収支計算書
　「消費収支計算書」は資金の移動を伴わないもの(現金の出入りの他に
消費していくもの)として、減価償却額や退職給与引当金繰入額などを計
上し、当該会計年度の消費収入及び消費支出の均衡状態を表したもの
で、学校法人の経営状況を示し、企業会計の「損益計算書」に当たるもの
です。学校法人は、安定的かつ永続性保持のために収支均衡を図る観点
から企業会計とは異なる処理をしています。消費収支計算書において、基
本金組入額（資産）を消費収入から控除した額を消費支出に充て、収支バ
ランスをみるという点が学校法人会計の特徴です。消費収支計算書は、収
支科目の多くが資金収支計算書の収支科目と共通していますので、消費
収支固有の内容について主なものを説明します。

①収入の部 ………………………………………………………
　消費収入の部では「学生生徒等納付金」から「雑収入」までを帰属収入と
いいます。帰属収入は学校法人の負債(返済義務のない収入)とならない収
入のことです。従って資金収支計算書の収入から資金の動きだけを示す
「前受金収入」、「その他の収入」、「資金収入調整勘定」等は除かれます。

［寄付金］
　一般寄付金の他に団体、個人から寄贈された図書等331点、94万円を
現物寄付金として計上しました。

［資産売却差額］
　平成20年度に評価替えをした有価証券が早期償還したことによる額
面との差額及び有価証券の売却益2億6,819万円を計上しています。

［基本金組入額合計］
　教育研究の維持・充実に必要な資産(校地、校舎、機器備品、図書等)を
継続的に保持するために、帰属収入から組入れた(控除した)金額です。平
成24年度は、4号館及び図書館空調の更新、課外活動用機器や図書購入
額から処分額を控除した結果、645万円の組入れとなりました。

②支出の部 ………………………………………………………
　消費支出の部では、施設の建設費や機器備品・図書等の資本的支出に
充当する額(基本金組入額)を控除し計上します。従って資金収支計算書の

支出科目から「施設関係支出」、「設備関係支出」、「その他の支出」等を除
きますが、消費支出として「教育研究経費」及び「管理経費」には各々減価
償却額を加算しています。減価償却額は建物、機器備品などの固定資産の
当期償却額を計上しています。

［資産処分差額］
　固定資産(建物、機器備品、図書等)の除却処分差額97万円を計上し
ました。

資金収支計算書 平成24年4月1日～平成25年3月31日まで

収入の部
学生生徒等納付金収入 
手数料収入 
寄付金収入 
補助金収入 
資産運用収入 
資産売却収入 
事業収入 
雑収入 
前受金収入 
その他の収入 
資金収入調整勘定 
当年度収入の部小計 
前年度繰越支払資金 
収入の部合計

 26,087
 1,058
453
 601

42,098
76,105
 275

20,849
1,575

876,697
40,340

1,030,096
 230,092
800,003

△
△

△

△

△

科　　　　目 平成24年度 平成23年度 前年度比

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、
　合計など金額が一致しない場合があります。

1,213,107
21,214
13,115
260,893
148,453
268,193
44,599
65,868

2,035,446
 6,452

2,028,993
△

(３)貸借対照表
　「貸借対照表」は年度末3月31日における資産、負債及び基本金等の
状況を表したものです。
　資産の部の合計は、139億783万円となり、前年度末に比べて9,902万
円減(0.7％減)、負債の部の合計は、8億6,298万円となり、前年度末に比
べて2,580万円減(3,0％減)、基本金の部は、117億414万円となり、前年
度末に比べて645万円の増加となりました。この結果、資産の総額から
負債の総額を差し引いた「正味財産」は130億4,484万円となり、前年度
比7,322万円(0.6％減)の減少となりました。

消費収支計算書 平成24年4月1日～平成25年3月31日まで

消費収入の部
学生生徒等納付金
手数料
寄付金　　
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

 26,087
 1,058
1,447
 601

42,098
268,193

275
19,301
300,122
6,095

294,027

△
△
△
△

△

△

1,239,194
22,273
14,562
261,495
106,355

0
44,874
46,567

1,735,323
 357

1,734,965
△

科　　　　目 平成24年度 平成23年度 前年度比

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、
　合計など金額が一致しない場合があります。

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、
　合計など金額が一致しない場合があります。

消費支出の部

11,611,877
5,965,147
5,646,730
2,295,952
13,907,830

貸借対照表 平成25年3月31日 

資産の部
固定資産
　有形固定資産
　その他の固定資産
流動資産
資産の部合計

 155,979
 203,331
47,352
56,957
 99,022

△
△

△

11,767,857
6,168,478
5,599,378
2,238,995
14,006,852

科　　　　目 本年度末 前年度末 増　減

11,502,148
202,000

11,704,148

基本金の部
第１号基本金
第４号基本金
基本金の部合計

6,452
0

6,452

11,495,695
202,000

11,697,695

1,340,698
1,340,698

13,907,830

消費収支差額の部 
翌年度繰越消費収入超過額
消費収支差額の部合計
負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計 

 79,675
79,675

99,022

△
△

△

1,420,373
1,420,373

14,006,852

588,165
274,817
862,983

負債の部
固定負債
流動負債
負債の部合計

22,824
2,975
25,800

△
△
△

610,989
277,793
888,7831,090,506

632,759
167,835
13,650
22,514

1,300,264
53,652
 34,463

3,246,719
2,221,790
5,468,510

△

1,239,194
22,273
11,720
261,495
106,355
425,000
44,874
44,964
224,274
227,837
 338,328
2,269,660
2,398,846
4,668,506

△

1,082,221
647,004
192,152
52,117
48,338
423,102
94,386
 39,569

2,499,753
2,168,753
4,668,506

△

支出の部
人件費支出 
教育研究経費支出 
管理経費支出 
施設関係支出 
設備関係支出 
資産運用支出 
その他の支出 
資金支出調整勘定 
当年度支出の部小計 
次年度繰越支払資金 
支出の部合計

8,284
 14,244
 24,317
 38,467
 25,823
877,161
 40,734
5,106

746,966
53,037
800,003

△
△
△
△

△

 （単位 千円）

 （単位 千円）

 （単位 千円）

●財務の概要

　資金収支計算書では、次年度への繰越支払資金は22億2,179万円となり、
前年度より5,303万円増加しました。
　消費収支計算書では、帰属収入合計額から基本金組入額と消費支出合計
額を差し引いた単年度の消費収支差額は7,967万円の支出超過となり、累積
では翌年度への繰越消費収入超過額は13億4,069万円となりました。

(１)資金収支計算書
　「資金収支計算書」は、当該会計年度(4月1日～翌年3月31日)の諸活動に
対応するすべての資金(現金の出入り)の動きを表したものです。資金収支
の内容について、主な科目を説明します。

①収入の部 ………………………………………………

〔学生生徒等納付金収入〕
　授業料、入学金、実習料、施設設備資金等の収入です。授業料納付学生数
は1,301名で、納付金収入は前年度比2,608万円の減少となりました。

〔寄付金収入〕
　一般寄付金としてボート部寄付金547万円、民間団体からの留学生奨学
金70万円、親和会からのスクールバス運行費助成金600万円を受け入れま
した。

〔補助金収入〕
　国庫補助金、地方公共団体補助金の収入です。国庫補助金は2億6,028万
円、地方公共団体補助金は、岐阜県からの結核予防費補助金、大垣市から
の中心市街地協働型まちづくり事業の助成金合せて61万円を受け入れま
した。

〔資産運用収入〕
　定期預金等の受取利息収入1億3,932万円、本学施設設備の貸出利用料
収入912万円です。

人件費
教育研究経費
　　　（内減価償却額）
管理経費
　　　（内減価償却額）
資産処分差額
消費支出の部合計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費収入超過額

1,067,682
839,314
206,566
200,696
32,952
975

2,108,668
79,675

1,420,373
1,340,698

26,246
 11,648
2,714
 25,571
 1,310
 760

 11,733
 305,761
 385,436
 79,675

△

△
△
△
△
△
△
△

1,041,435
850,962
203,851
226,267
34,263
1,736

2,120,402
385,436
1,805,810
1,420,373

〔資産売却収入〕
　有価証券の早期償還等に伴う売却額5億110万円です。

〔事業収入〕
　環境省等からの委託事業9件の受託事業収入3,856万円、その他、公開講座
受講料等収入603万円です。

〔その他の収入〕
　退職給与引当特定資産2,000万円の取崩し、有価証券で運用している減価
償却引当特定資産10億円を早期償還等により繰り入れています。また、前年
度退職者の退職資金交付額及び前年度受託事業費の未収入金6,985万円が
主な内容です。

②支出の部 …………………………………………………………

〔人件費支出〕
　専任教職員等の給与及び退職者への退職金支出等です。退職者の補充を
行う一方、人件費の抑制を図りましたが、退職者の増加（前年度比4名増）によ
り、全体では828万円の増加となりました。なお、人件費支出には、受託事業等
の業務請負額1,840万円を計上しています。

〔教育研究経費支出〕
　陸上競技場再整備事業、学生への奨学事業(学費減免、私費留学生奨学金
等)、語学留学助成事業、課外活動助成事業(強化・準強化指定クラブ合宿費、
遠征費等)等が主な支出で6億3,275万円となりました。

〔管理経費支出〕
　広告費や高校訪問等の学生募集経費及び維持管理費が主な支出で1億6,783
万円となりました。

〔施設関係支出〕
　４号館4101教室及び図書館空調設備の更新を行い、1,365万円となりま
した。

〔設備関係支出〕
　教育研究用図書、陸上競技場写真判定機等備品購入が主な支出で2,251
万円となりました。

〔資産運用支出〕
　早期償還等を迎えた有価証券の運用替え等13億26万円です。

平成24年度決算報告
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去
る
6
月
22
日（
土
）午

前
10
時
よ
り
、1
3
6
名

の
ご
父
母
の
皆
様
の
出
席

を
得
て
、2
0
1
3
年
度

親
和
会
総
会
・
父
母
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。総
会
で
は
、土
井
田
直
也
親
和
会

長
、石
原
健
一
学
長
、浅
野
照
章
副
理
事

長
が
挨
拶
を
し
、そ
の
後
、議
事
に
入
り
、

伊
藤
大
治
新
会
長
の
選
出
や
2
0
1
3

年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、父
母
懇
談
会
の
第
1

部
へ
と
移
り
、本
学
経
済
学
部
准
教
授
の

樋
下
田
邦
子
氏
よ
り「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

持
つ
３
つ
の
力
〜
岐
阜
経
済
大
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
･
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
活
動

か
ら
〜
」を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、日
頃
、学
生
が
授
業
や
休
み

時
間
に
利
用
す
る
こ
と
の
多
い
P
A
C

支
援
室
・
学
習
室
や
体
育
館
、図
書
館
な

ど
を
、希
望
さ
れ
る
ご
父
母
の
方
々
が
2

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、見
学
さ
れ
ま

し
た
。

　
昼
食
は
、食
堂
に
て
無
料
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
ン
チ
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、皆
様

か
ら
ご
好
評

を
得
ま
し
た
。

　
第
2
部
で

は
全
体
懇
談

会
が
行
わ
れ
、

教
学
関
係
・
就

職
関
係
の
各

部
門
別
に
大

学
側
か
ら
の

説
明
が
あ
り
、熱
心
に
聞
き
入
る
ご
父

母
の
皆
様
の
姿
に
関
心
の
高
さ
が
伺
え

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、教
職
課
程
受
講
に
つ
い
て
寺

口
栞
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年

高
橋
　
ゼ
ミ
）、就
職
活
動
に
つ
い
て
矢

野
啓
太
さ
ん（
経
済
学
科
4
年
木
村
ゼ

ミ
）、学
生
生
活
に
つ
い
て
吉
川
類
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
4
年
大
野
ゼ
ミ
）

の
3
名
が
各
々
の
体
験
か
ら
得
た
も
の

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
全
体
懇
談
会
後
、希
望
者
の
み
の
個
別

懇
談
へ
と
移
り
、単
位
取
得
状
況
や
出
席

状
況
を
は
じ
め
就
職
活
動
や
日
常
生
活

に
関
す
る
質
問
な
ど
、各
部
署
の
担
当
職

員
が
ご
父
母
の
方
々
と
の
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、沖
縄
県

那
覇
市「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ホ
テ
ル
沖
縄
」及
び
福
井

県
福
井
市「
ユ
ア
ー
ズ
ホ

テ
ル
フ
ク
イ
」の
2
会
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、計
57
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
各
会
場
と
も
に
、大
学
か
ら
教
学
お
よ

び
就
職
に
関
す
る
説
明
の
後
、全
体
の
懇

談
会
へ
と
移
り
、日
頃
の
悩
み
等
に
つ
い

て
相
談
し
合
っ
た
り
、学
生
の
活
躍
に
つ

い
て
の
話
で
つ
な
が
り
が
増
え
た
り
と
、

和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
、懇
談
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
本
会
を
大
学
と
ご
父
母
の
皆

様
、ご
父
母
の
皆
様
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。来
年
度
も

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

本学
会場

地方
会場

2013.August

2

創部3ヵ月  駅伝部
秩父宮賜杯 全日本大学駅伝対校
選手権大会 初出場！！

【特集】

岐
阜
経
済
大
学
親
和
会
総
会
・

父
母
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

かがやきカレッジ2013〈後期講座〉を開催します。かがやきカレッジ2013〈後期講座〉を開催します。

後
期
受
講
登
録

　後
期
受
講
登
録
は
、9
月
9
日（
月
）か
ら
開
始
の
W
e
b
予
備

登
録
を
始
め
と
し
、9
月
25
日（
水
）ま
で
行
わ
れ
ま
す
。成
績
表
と

と
も
に
配
付
さ
れ
る
資
料
を
よ
く
読
ん
で
、所
定
の
期
間
内
に
受

講
登
録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
W
e
b
予
備
登
録
】

　
　
9
月
9
日（
月
）か
ら
始
ま
る
後
期
W
e
b
予
備
登
録（
定
員
が

　
あ
る
科
目
の
受
講
登
録
）は
、１
期
、２
期
、３
期
と
、３
回
に
分
け
て

　
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
な
お
、予
備
登
録
で
許
可
さ
れ
た
科
目
の
取
消
お
よ
び
変
更
は
一

　
切
で
き
ま
せ
ん
の
で
、登
録
の
際
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
W
e
b
受
講
登
録
】

　
　
後
期
W
e
b
受
講
登
録
は
、9
月
23
日（
月
）〜
9
月
25
日（
水
）の

　
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
W
e
b
予
備
登
録
対
象
科
目
以
外
は
、一

　
部
の
例
外
を
除
き
、原
則
こ
の
期
間
に
受
講
登
録
を
行
い
ま
す
。）期

　
間
内
は
登
録
の
変
更
が
可
能
で
す
。

【
受
講
登
録
表
の
配
付
】

　
　
受
講
登
録
期
間
終
了
後
、受
講
登
録
表
を
配
付
し
ま
す
。受
講
登

　
録
表
で
エ
ラ
ー
等
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、ま
た
は
、受
講
科
目
の
追

　
加
を
行
い
た
い
場
合
は
、エ
ラ
ー
修
正
・
追
加
登
録
期
間
と
な
っ
て
い

　
る
10
月
1
日（
火
）〜
10
月
3
日（
木
）の
間
に
、教
務
課
窓
口
で
手

　
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
所
定
の
期
間
内
に
申
し
出
が
な
け
れ
ば
、エ
ラ
ー
等
が
発
生
し
て

　
い
て
も
、そ
の
ま
ま
受
講
登
録
は
確
定
し
て
し
ま
い
ま
す
。エ
ラ
ー
等

　
が
あ
る
受
講
登
録
を
放
置
す
る
と
、卒
業
が
遅
れ
る
な
ど
の
重
大
な

　
結
果
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、受
講
登
録
表
は
、慎
重
に
確

　
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、経
済
学
部
で
は
、連
携
自
治
体
の
首
長
や
職
員
な
ど
に
よ

　
る
オ
ム
ニ
バ
ス
講
義「
公
共
政
策
特
論
」が
開
講
さ
れ
ま
す
。奮
っ
て

　
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　10月1日（火）より大垣市・本学共催によるかがやきカレッジ2013〈後期講座〉を開催します。
今年の全体テーマは「私たちの日常生活について考える」です。ぜひご参加ください。

岐阜経済大学
18：00～19：30
無料
電話・FAX・メールにて
氏名・住所・電話番号を岐阜経済大学
企画広報課へお申込みください。
0584-77-3534
0584-81-7807
kikaku@gifu-keizai.ac.jp
９月２日（月）から随時

●場　所
●開始時間・終了時間
●受講料
●申込み

●TEL
●FAX
●E-mail
●申込み期間

かがやきカレッジ2013〈後期講座〉
第1回

第2回

第3回
第4回
第5回
第6回

第7回

第8回

10／ 1 （火）

10／ 8 （火）

10／15（火）
10／22（火）
10／29（火）
11／ 5 （火）

11／12（火）

11／19（火）

高くてもブランドを買ってしまうのはなぜか？
～その理論的検討～（１）

高くてもブランドを買ってしまうのはなぜか？
～その理論的検討～（２）

最近の税制改正の動向～相続税を中心に～

体育・スポーツにおける体罰・暴力問題を考える（1）
体育・スポーツにおける体罰・暴力問題を考える（2）

アベノミクスは、どんな「日本を、取り戻す」のか？ 
～アベノミクスの基礎知識～

アベノミクスは、どんな「日本を、取り戻す」のか？ 
～その源流と日本経済の将来～

最近の税制改正の動向～寄附金税制を中心に～

（信）
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gifu-keizai.ac.jp輝く岐経大生

輝け！アスリートたち

教育最前線

フレッシュマンエクスカーションを開催

キャリア支援課だより
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研究室だより

キャンパス彩々

平成24年度決算報告

親和会総会・父母懇談会／かがやきカレッジ2013〈後期講座〉／
後期受講登録
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中西 大輔
経営学部専任講師

伊藤 嘉人
経営学部専任講師

石坂 信一郎
経営学部教授

高橋 　勉
経済学部教授
（経済学部長）


